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ンロードもできます。
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すべての人が幸せに暮らせる社会へ

目指せ 地域共生社会 今こそ多様 につながり、出番づくりを進めよう！

2025年10月14日　  ～10月23日 　 開催火 木

　誰もがいきいきと地域とつながりながら暮らしていくために、どう取り組めばよ
いのか。全国各地で実践を重ねている地域づくり関係者の皆様を応援するため、今
年も「いきがい・助け合いオンラインフェスタ」を開催します。各分野を代表する
素晴らしいパネリストの皆様をお迎えし、各分野の具体事例を基に、住民が主体的
に参加する地域共生社会の実現に向けた多様なアプローチをご紹介します。
　プログラム、テーマと登壇者のご紹介は２頁から、お申し込み方法は６頁をご覧
ください。
　今年も皆様の参加が地域活動応援資金につながる “チャリティーフェスタ” です！

● 完全オンライン配信方式。11 月 30 日（日）までアーカイブで視聴可能（ライブ配信「語ろう編」を除く）
● オープニングフォーラムのテーマは「みんなの参加で地域共生社会を実現しよう」
● 各分野を代表する方々による凝縮した内容を短時間でお届けする特別講演（特別トーク）
● 住民主体の地域づくりを進める上での考え方の基本や各地の様々な事例を多様に紹介（学ぼう編）
● 「実践編」として、パネリストとの意見交換や質疑応答も含めて現場の活動を意識
　した議論を展開（語ろう編）
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　特集では、多様な主体によるネットワークづくりが推進されている今、改めて、「個人の尊厳を支える
ためのネットワーク」づくりを実践されている 4 人の方の事例を紹介します（８～13 頁）。ぜひ、住民主体
のふれあい助け合いを広げるためのネットワークづくりのご参考にしてください。

リーフレット
特設ページからダウンロード
できます（7頁参照）
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　昨年10 月 15 日（火）～ 24 日（木）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024」には

1600 人を超える皆様にご参加いただき、23 年と同様、各方面から大変好評をいただきました。

　オープニングフォーラム「地域共生社会をみんなでつくるための提言」（２頁～）では、誰もが元気が

出る地域づくりに焦点を当て地域共生社会を前に進めるための提言をいただきました。さらに、特別講演

プログラム「特別トーク」（12 頁～）では８の分野について重要な視点を挙げて、深いご示唆に富んだ

提言をいただきました。核となる「学ぼう編」（14 頁～）では８テーマ、「語ろう編」（18 頁～）では３

テーマを設定し、具体的な事例や取り組みから基本の考え方や課題解決のヒント等を幅広く紹介いただき

ました。特に「語ろう編」はライブ配信とし視聴者の皆様と双方向で意見交換・質疑応答等をしました。

本号では各プログラムの概要を紹介していますので、ぜひ皆様のご活動にお役立ていただければ幸いです。地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

　地域の茶の間創設者の河田珪子氏が新潟市との協働で取り組んできた基幹型地域包括ケア

推進モデルハウス「実家の茶の間・紫竹」（以下、紫竹）が昨年 10 月に 10 年間の運営を

終了しました。地域における助け合いの拠点は何を大切にして、どのように運営すればよい

のかを考えるため、紫竹から教わったことを振り返ります（30 頁～）。

　その他、「地域助け合い基金」の状況報告、住民主体の地域づくりが進むよう全国各地で支援している

当財団の取り組み等を紹介いたします。
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Ibasho Japan 代表、千里ニュータウン研究・情報センター事務局長　田中 康裕氏

　全国各地で、住民自身が地域の課題に気づき、自ら動き出し、多様な助け合い活動を立ち上げています。

立ち上げ・継続のために、市町村の生活支援コーディネーター（以下、ＳＣ）、協議体、行政等が情報提

供したり、的確なフォーラムや勉強会、現場視察等を企画・実施するなど伴走支援に取り組んでいます。

さらに、こうした市町村の取り組みを後方支援するために、都道府県はＳＣ等向け研修会・情報交換会の

開催や専門アドバイザー派遣などを実施しています。

　各地のこうした目覚ましい動きを本紙で随時紹介していきます！

　今号では、市町村への支援として、和歌山県の全市町村に寄り添った支援についてご紹介します。同県

では集合研修に全市町村からの参加があり、専門アドバイザー派遣も全市町村が活用しています。皆様の

さらなる推進のヒントとしてどうぞお役立てください。

　またトピックス特集として、助け合い活動の現場視察に注目し山梨県の実践事例を基に、ＳＣ・市町村

担当職員対象にノウハウやコツ、成果等をご紹介します。助け合い活動の現場を体験することで実感でき

ることがいろいろあります。それぞれの地域でも助け合い活動の現場視察が広がることを期待しています。

　その他、トピックスもリニューアルし、今号では企画等で当財団が協力したＳＣ情報交換会をトップで

ご紹介しました。ぜひご参考にしてください！

２０２５年１０月１４日（火）～２３日（木）開催！

皆様のご参加をお待ちしています！
　一昨年、昨年と開催し、大好評だった「いきがい・助け合いオンラインフェスタ」を今年

も１０月に開催します。申し込み受け付け開始は８月中旬頃を予定しています。

　プログラム・登壇者等の詳細は、決まり次第、当財団のホームページ、情報誌『さぁ、言

おう』、本紙『さぁ、やろう』等でご紹介します。
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● 完全オンライン配信方式。11 月 30 日（日）までアーカイブで視聴可能（ライブ配信「語ろう編」を除く）
● オープニングフォーラムのテーマは「みんなの参加で地域共生社会を実現しよう」
● 各分野を代表する方々による凝縮した内容を短時間でお届けする特別講演（特別トーク）
● 住民主体の地域づくりを進める上での考え方の基本や各地の様々な事例を多様に紹介（学ぼう編）
● 「実践編」として、パネリストとの意見交換や質疑応答も含めて現場の活動を意識
　した議論を展開（語ろう編）
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　特集では、多様な主体によるネットワークづくりが推進されている今、改めて、「個人の尊厳を支える
ためのネットワーク」づくりを実践されている 4 人の方の事例を紹介します（８～13 頁）。ぜひ、住民主体
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　昨年10 月 15 日（火）～ 24 日（木）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024」には

1600 人を超える皆様にご参加いただき、23 年と同様、各方面から大変好評をいただきました。

　オープニングフォーラム「地域共生社会をみんなでつくるための提言」（２頁～）では、誰もが元気が

出る地域づくりに焦点を当て地域共生社会を前に進めるための提言をいただきました。さらに、特別講演

プログラム「特別トーク」（12 頁～）では８の分野について重要な視点を挙げて、深いご示唆に富んだ

提言をいただきました。核となる「学ぼう編」（14 頁～）では８テーマ、「語ろう編」（18 頁～）では３

テーマを設定し、具体的な事例や取り組みから基本の考え方や課題解決のヒント等を幅広く紹介いただき

ました。特に「語ろう編」はライブ配信とし視聴者の皆様と双方向で意見交換・質疑応答等をしました。

本号では各プログラムの概要を紹介していますので、ぜひ皆様のご活動にお役立ていただければ幸いです。地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

　地域の茶の間創設者の河田珪子氏が新潟市との協働で取り組んできた基幹型地域包括ケア

推進モデルハウス「実家の茶の間・紫竹」（以下、紫竹）が昨年 10 月に 10 年間の運営を

終了しました。地域における助け合いの拠点は何を大切にして、どのように運営すればよい

のかを考えるため、紫竹から教わったことを振り返ります（30 頁～）。

　その他、「地域助け合い基金」の状況報告、住民主体の地域づくりが進むよう全国各地で支援している

当財団の取り組み等を紹介いたします。
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　全国各地で、住民自身が地域の課題に気づき、自ら動き出し、多様な助け合い活動を立ち上げています。

立ち上げ・継続のために、市町村の生活支援コーディネーター（以下、ＳＣ）、協議体、行政等が情報提

供したり、的確なフォーラムや勉強会、現場視察等を企画・実施するなど伴走支援に取り組んでいます。

さらに、こうした市町村の取り組みを後方支援するために、都道府県はＳＣ等向け研修会・情報交換会の

開催や専門アドバイザー派遣などを実施しています。

　各地のこうした目覚ましい動きを本紙で随時紹介していきます！

　今号では、市町村への支援として、和歌山県の全市町村に寄り添った支援についてご紹介します。同県

では集合研修に全市町村からの参加があり、専門アドバイザー派遣も全市町村が活用しています。皆様の

さらなる推進のヒントとしてどうぞお役立てください。

　またトピックス特集として、助け合い活動の現場視察に注目し山梨県の実践事例を基に、ＳＣ・市町村

担当職員対象にノウハウやコツ、成果等をご紹介します。助け合い活動の現場を体験することで実感でき

ることがいろいろあります。それぞれの地域でも助け合い活動の現場視察が広がることを期待しています。

　その他、トピックスもリニューアルし、今号では企画等で当財団が協力したＳＣ情報交換会をトップで

ご紹介しました。ぜひご参考にしてください！

２０２５年１０月１４日（火）～２３日（木）開催！

皆様のご参加をお待ちしています！
　一昨年、昨年と開催し、大好評だった「いきがい・助け合いオンラインフェスタ」を今年

も１０月に開催します。申し込み受け付け開始は８月中旬頃を予定しています。

　プログラム・登壇者等の詳細は、決まり次第、当財団のホームページ、情報誌『さぁ、言

おう』、本紙『さぁ、やろう』等でご紹介します。

寄稿　市町村への支援　和歌山県の取り組み………………………… 2

Topics特集　助け合い活動の現場視察のススメ

　山梨県の実践事例から………………………………………………… 8

Topics　助け合いを広めるために

　ＳＣ情報交換会………………………………………………………… 12

　住民向けフォーラム…………………………………………………… 16

　協議体で活動創出へ…………………………………………………… 18
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「助け合い体験ゲーム」の
動画ができました ！

地域の支え合い・助け合いを広めるために、
皆さま、ぜひご活用ください

動画「助け合い体験ゲームの活用方法
　   ―助け合いのある地域づくりをはじめよう―」
ができました。
　地域の助け合いづくりのための住民フォーラムや勉強会での実施、また、
会議や研修でのアイスブレーク等に効果大　とご好評いただいている「助
け合い体験ゲーム」。動画には、ゲームの基本的な使い方、効果的に行う
ためのポイントやコツなどが満載です。

！

「助け合い体験ゲーム」は1,100円（税込・送料別）で頒布しています。
お問合せは当財団まで（電話：（03）5470-7751）

 動画は財団ホームページで公開しています。
【動画視聴URL】

https://www.sawayakazaidan.or.jp/library/tasukeaigame/
財団HPトップページ→「ライブラリ」→「各種広報ツール」→「動画」でもご覧いただけます

（動画画面より）
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新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
　
実
現
へ
の
道

 

さ
わ
や
か
福
祉
財
団  

理
事
長  

清
水  

肇
子

助
け
合
い
の
社
会
的
価
値
と
「
小
さ
な
幸
せ
」

　
先
月
号
の
本
欄
で
「
助
け
合
い
の
社
会
的
価
値
を
ど
の
よ
う
に
示
す
の
か
」
と
題
し
て
、
助
け
合
い
の
可
能

性
を
研
究
し
て
い
く
京
都
大
学
と
の
共
同
事
業
に
つ
い
て
触
れ
た
と
こ
ろ
、
早
速
折
々
に
反
応
を
い
た
だ
い
た
。

地
域
活
動
者
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
思
い
の
外
、
専
門
職
や
行
政
、
学
識
関
係
者
な
ど
か
ら
も
「
ぜ
ひ
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
「
関
心
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
。
メ
ー
ル
で
意
見

や
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
も
い
た
。
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
一
方
で
、
そ
れ
だ
け
、
ま
だ
助
け

合
い
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
現
場
の
壁
や
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
価
値
観
と
は
、
一
人
ひ
と
り
で
考
え
れ
ば
各
人
が
自
由
に
持
つ
も
の
で
誰
か
に
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
う
え
で
、
人
生
1
0
0
年
時
代
の
共
生
社
会
づ
く
り
と
い
う
新
た
な
方
向
性
を
目
指
す
今
、
従
来
に
は
な

か
っ
た
新
た
な
考
え
方
、
尺
度
を
皆
で
考
え
、
育
て
て
い
く
こ
と
も
ま
た
不
可
欠
と
な
る
。
昨
今
企
業
に
お
い

て
も
、
単
な
る
経
済
的
評
価
で
は
な
い
社
会
的
価
値
の
創
造
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
始
め
て
い
る
。
あ
り
が

た
い
方
向
だ
が
、
企
業
で
あ
る
以
上
、
新
た
な
投
資
判
断
の
価
値
基
準
と
し
て
広
が
り
、
大
き
な
も
の
、
見
え

や
す
い
も
の
に
結
果
と
し
て
社
会
的
価
値
が
寄
っ
て
い
く
可
能
性
は
当
然
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
助
け
合
い

を
進
め
る
私
た
ち
か
ら
も
自
分
ご
と
と
し
て
し
っ
か
り
と
共
に
発
信
し
提
言
し
て
い
き
た
い
。
と
て
も
根
源
的

な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
も
と
よ
り
価
値
と
い
う
の
は
社
会
全
体
で
育
む
も
の
だ
。
様
々
な
提
言
や
取
り
組
み
を
ぜ

2025.12 2
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ひ
参
考
に
し
な
が
ら
、
い
わ
ば
問
題
提
起
と
し
て
、
助
け
合
い
と
、
尊
厳
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
の
関
係
を
皆
で
考
え
、
深
め
て
い
く
た
め
の
さ
ら
な
る
き
っ
か
け
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
助
け
合
い
側
か
ら
社
会
的
価
値
を
捉
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
代
表
的
な
評
価
指
標
の
一
つ
が
、
活
動

に
関
わ
っ
て
い
る
人
（
支
援
を
受
け
る
人
と
支
援
す
る
人
）
の
幸
福
感
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
活
動
に
関
わ
っ

て
い
な
い
地
域
住
民
の
幸
福
感
に
も
間
接
的
に
影
響
し
得
る
。
一
番
の
基
礎
で
あ
る
こ
の
多
様
な
日
常
の
幸
福

感
を
、
助
け
合
い
活
動
の
社
会
的
価
値
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
視
点
の
一
つ
に
、
活
動
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
各
人
が
感
じ
る
個
々
の
「
小
さ
な
幸
せ
」
へ
の
評
価
が
あ
る

だ
ろ
う
。
本
人
に
と
っ
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
喜
び
や
楽
し
み
、
あ
り
が
と
う
の
言
葉
か
ら
得
ら
れ
る
充
足
し
た

気
持
ち
は
、
一
見
些
細
な
事
柄
の
場
合
で
も
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
染
み
て
、
日
々
を
満
た
し
て
く
れ
る
。
前

向
き
な
気
持
ち
は
心
身
に
も
好
影
響
を
与
え
る
と
い
う
の
は
社
会
的
認
知
に
も
な
っ
て
い
る
。
助
け
合
い
活
動

の
数
を
追
う
だ
け
で
は
見
え
な
い
影
響
力
を
ど
う
反
映
し
て
い
け
る
の
か
が
大
き
な
鍵
と
な
る
。

　
助
け
合
い
の
現
場
で
は
、
本
人
の
で
き
る
こ
と
で
役
割
や
出
番
を
つ
く
り
、
喜
び
を
共
有
す
る
と
い
う
認
識

や
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
元
々
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
。
認
知
症
支
援
の
分
野
で
も
、
本
人
主
体
で
、

本
人
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
や
こ
だ
わ
り
＝
小
さ
な
幸
せ
・
マ
イ
ク
ロ
ハ
ピ
ネ
ス

＝
を
ま
ず
考
え
よ
う
と
い
う
可
能
性
指
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
と
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
可
能
性
指

向
も
、
地
域
で
取
り
組
む
困
り
ご
と
把
握
も
、
ど
ち
ら
も
必
要
な
複
眼
的
視
点
と
し
て
改
め
て
位
置
づ
け
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
「
小
さ
な
幸
せ
の
研
究
」
も
、
思
い
を
共
有
す
る
方
々
と
共
に
、
今
後
進
め
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
苦
労
や
困
難
が
あ
っ
て
も
、
ふ
れ
あ
い
と
つ
な
が
り
の
中
で
、
気
軽
に
相
談
し
合
え
る

よ
う
に
、
そ
し
て
、
小
さ
な
う
れ
し
さ
、
光
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
地
域
を
皆
様
と
共
に
つ

く
っ
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

2025.123
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今
年
で
3
回
目
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
は
毎
回
、

認
知
症
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
。
冒
頭
、
進
行
役

の
堀
田
氏
が
「
認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
認
知
症
施
策
推

進
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。
今
年
度
は
自
治
体
に
お
い
て
も

『
認
知
症
の
人
と
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
』
を
進
め
る
た
め

の
計
画
が
作
ら
れ
る
。
今
日
は
、
認
知
症
の
ご
本
人
、
介
護
現

場
、
行
政
の
方
の
取
り
組
み
を
お
聞
き
し
た
い
」
と
趣
旨
を
説

明
し
た
。

　

さ
と
う
氏
は
、
2
0
1
9
年
に
43
歳
で
若
年
性
認
知
症
の
診

断
を
受
け
た
と
き
の
心
境
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
同
じ
診
断

を
受
け
た
仲
間
と
出
会
い
、
当
事
者
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
こ

と
に
な
っ
て
「
居
場
所
と
役
割
」
を
も
ら
っ
た
、
と
報
告
。
認

知
症
で
は
、
一
般
的
に
知
ら
れ
る
物
忘
れ
や
記
憶
障
害
等
以
外

　

11
月
号
に
速
報
で
お
伝
え
し
た
当
財
団
主
催
「
い
き
が
い
・
助
け
合
い
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」
。
今
月
号
は
、

「
学
ぼ
う
編
」
と
「
語
ろ
う
編
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
本
、
そ
し
て
参
加
者
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
文
責
・
編
集
部
）

Ｓ
Ｃ
=
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

報 告

い
き
が
い
・
助
け
合
い
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
5

目
指
せ 

地
域
共
生
社
会
　
今
こ
そ
多
様
に
つ
な
が
り
、
出
番
づ
く
り
を
進
め
よ
う

■ 

認
知
症
の
人
と
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り

進
行
役	

堀
田   

聰
子
氏	

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授

登
壇
者	

さ
と
う   

み
き
氏	

と
う
き
ょ
う
認
知
症
希
望
大
使

	

村
瀬   

孝
生
氏	

よ
り
あ
い
統
括
所
長

	

横
山   

麻
衣
氏	

藤
枝
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

学
ぼ
う
編
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に
、
物
の
見
え
方
や
距
離
感
が
変
わ
る
こ
と
な
ど
も
説
明
し
た
。

ま
た
、
家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
日
々
の
生
活
で
の
工
夫
を
紹

介
し
、
「
認
知
症
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、
目
の
前
の
一
人
の
人

と
し
て
出
会
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

村
瀬
氏
は
、
運
営
す
る
宅
老
所
「
よ
り
あ
い
」
に
つ
い
て
、

1
9
9
1
年
に
一
人
の
高
齢
女
性
の
生
活
を
支
え
る
友
人
3
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
成
り
立
ち
や
、
で
き

る
だ
け
閉
じ
込
め
な
い
、
（
行
動
を
）
縛
ら
な
い
、
薬
漬
け
に

し
な
い
と
い
う
考
え
の
下
に
活
動
し
て
い
る
と
紹
介
し
た
。
認

知
症
の
人
の
い
わ
ゆ
る
「
帰
宅
願
望
」
に
つ
い
て
は
、
「
外
を

歩
き
続
け
る
本
人
に
2
時
間
付
き
合
っ
て
、
双
方
が
万
策
尽
き

た
と
き
に
初
め
て
接
点
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
繰
り
返
し
」
だ
と

話
し
、
「
つ
い
『
地
域
の
人
』
と
か
『
家
族
』
『
職
員
』
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
』
な
ど
と
分
け
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
職
員
で
あ

り
地
域
の
人
で
も
あ
っ
た
り
す
る
。
一
人
の
人
か
ら
み
ん
な
が

つ
な
が
っ
て
地
域
で
ど
う
支
え
て
い
く
か
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

横
山
氏
は
、
「
認
知
症
施
策
の
起
点
は
本
人
の
声
」
と
い
う

資
料
を
提
示
し
、
認
知
症
当
事
者
の
声
や
経
験
を
生
か
し
て
一

緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
本
人
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
の
「
（
認
知
症
と
）
診
断
さ
れ
た
と
き
は
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ

た
」
「
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、
工
夫
す
れ
ば
で

き
る
こ
と
も
あ
る
」
「
“
認

知
症
”
と
い
う
言
葉
だ
け
で

人
を
決
め
つ
け
て
ほ
し
く
な

い
」
と
い
う
当
事
者
の
声
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
当
事

者
と
一
緒
に
横
山
氏
も
バ
ス

に
乗
っ
て
み
て
、
「
不
便
な

こ
と
や
必
要
な
こ
と
が
分
か

り
、
大
切
な
の
は
本
人
と
一

緒
に
考
え
、
自
立
を
応
援
す

る
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
」
と

話
し
た
。

　

堀
田
氏
は
「
『
一
人
ひ
と

り
の
声
』
『
人
と
し
て
出
会

う
』
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
認
知
症
の
方
と
共
に

過
ご
し
、
時
に
楽
し
み
苦
労
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下
郷
氏
は
、
民
生
委
員
と

し
て
「
男
の
料
理
教
室
」
に

参
加
し
た
こ
と
か
ら
第
1
層

Ｓ
Ｃ
と
出
会
い
、
運
転
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
誘
わ

れ
て
参
加
。
こ
れ
が
「
か
ん

な
み
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
」

の
始
ま
り
と
な
り
、
Ｓ
Ｃ
の

支
援
を
受
け
て
「
ダ
イ
ヤ
ラ

ン
ド
暮
ら
し
の
応
援
隊
」
設

立
に
至
っ
た
と
経
緯
を
説
明

し
た
。
「
Ｓ
Ｃ
や
行
政
に
は
、

『
つ
な
ぐ
、
支
え
る
、
広
げ

る
』
を
意
識
し
て
シ
ニ
ア
の

地
域
参
加
を
広
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

　

東
京
都
江
東
区
で
、
20
年

以
上
前
か
ら
子
育
て
支
援
、

さ
ら
に
多
文
化
交
流
等
を
進

め
て
き
た
渡
辺
氏
は
、
行
政

す
る
経
験
を
ど
れ
だ
け
広
げ
て
い
け
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
だ
ろ
う
と
思
う
」
と
ま
と
め
た
。

　

冒
頭
、
進
行
役
の
岡
野
は
「
シ
ニ
ア
世
代
が
地
域
で
活
躍
す

る
こ
と
は
心
身
の
健
康
維
持
に
高
い
効
果
が
あ
り
、
地
域
に
と

っ
て
も
豊
か
な
知
識
・
経
験
を
持
つ
シ
ニ
ア
の
活
躍
が
大
き
な

力
に
な
る
。
長
年
の
会
社
勤
め
の
後
、
接
点
が
な
か
っ
た
地
域

と
ど
う
つ
な
が
れ
ば
い
い
の
か
、
一
歩
を
踏
み
出
す
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
。
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
は
ど
う
シ
ニ
ア
世
代
に
働
き
か

け
た
ら
い
い
か
。
地
域
に
参
加
し
て
き
た
方
々
、
地
域
に
働
き

か
け
て
き
た
先
駆
者
に
聞
き
、
ど
う
働
き
か
け
れ
ば
い
い
か
に

つ
い
て
テ
ー
マ
を
深
め
た
い
」
と
趣
旨
を
説
明
し
た
。

■ 

シ
ニ
ア
の
地
域
参
加
の
広
げ
方

進
行
役	

岡
野   

貴
代	
（
公
財
）
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

共
生
社
会
推
進
リ
ー
ダ
ー

登
壇
者	

渡
辺   

恵
司
氏	

（
社
福
）
江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

（
特
非
）
こ
う
と
う
親
子
セ
ン
タ
ー
副
代
表
理
事

	

下
郷   

宰
氏	

ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
暮
ら
し
の
応
援
隊
副
代
表

	

勝
部   

麗
子
氏	

（
社
福
）
豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
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と
の
協
働
で
広
げ
て
き
た
「
ご
近
所
ミ
ニ
デ
イ
」
、
会
長
を
務

め
る
区
社
協
で
の
「
社
協
カ
フ
ェ
」
、
Ｕ
Ｒ
の
団
地
の
住
民
た

ち
に
よ
る
交
流
、
そ
し
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
江
東
区
の

「
社
会
貢
献
大
学
構
想
」
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。
「
シ
ニ
ア
の

社
会
参
加
が
社
会
を
豊
か
に
し
、
参
加
す
る
本
人
の
健
康
増
進

と
い
き
が
い
に
も
な
る
」
と
し
た
。

　

勝
部
氏
は
、
第
1
層
Ｓ
Ｃ
と
し
て
も
住
民
の
活
動
や
社
会
参

加
を
支
援
し
創
出
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
当
財
団
の
サ
ミ
ッ
ト

等
で
も
紹
介
さ
れ
た
「
豊
中
あ
ぐ
り
」
の
そ
の
後
の
発
展
や
、

健
康
麻
雀
に
よ
る
つ
な
が
り
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
れ

ら
を
趣
味
の
活
動
で
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
参
加
者
の
役
割
を

つ
く
る
こ
と
、
参
加
の
た
め
に
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
両
方
を
聞

く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
地
域
で
全
戸
配
布
し
て
い
る
こ
と
等
を
報
告

し
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
世
代
で
あ
る
団
塊
世
代
が
ギ

タ
ー
演
奏
等
で
参
加
し
て
い
る
「
う
た
ご
え
広
場
」
は
大
人
気

で
、
歌
う
人
も
み
ん
な
の
前
で
歌
う
こ
と
が
介
護
予
防
に
な
り

元
気
に
な
っ
て
い
く
姿
を
見
て
「
体
調
が
悪
く
な
っ
て
も
、
こ

こ
に
来
る
た
め
に
ま
た
元
気
に
な
ろ
う
と
思
え
る
場
に
し
た

い
」
、
ま
た
、
「
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
が

ま
だ
ま
だ
い
る
。
『
担
い
手
に
な
っ
て
』
と
い
う
よ
り
『
楽
し

い
か
ら
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
働
き
か
け
が
広
が
る

と
い
い
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に
岡
野
が
「
シ
ニ
ア
の
方
々
が
い
き
い
き
で
き
る
分
野

を
見
つ
け
て
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
、
結
び
つ
け
る
先
も
広
く

柔
軟
に
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
」
と
ま
と
め
た
。

「
語
ろ
う
編
」
は
ラ
イ
ブ
配
信
の
み
で
、
視
聴
者
と
の
双
方
向

性
を
昨
年
よ
り
さ
ら
に
充
実
し
て
行
っ
た
。

■ 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生
活
支
援
（
移
送
含
む
）

の
具
体
的
な
立
ち
上
げ
ノ
ウ
ハ
ウ

進
行
役	

鶴
山   

芳
子	

（
公
財
）
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
常
務
理
事
・

共
生
社
会
推
進
リ
ー
ダ
ー

登
壇
者	

加
藤   

由
紀
子
氏	

（
特
非
）
ふ
れ
あ
い
天
童
理
事
長

	

河
崎   

民
子
氏	

（
特
非
）
全
国
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

副
理
事
長

	
田
口   

研
一
郎
氏	

葛
城
市
第
１
層
Ｓ
Ｃ

語
ろ
う
編
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冒
頭
、
進
行
役
の
鶴
山
か
ら
、
「
一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の

人
が
増
え
る
中
、
生
活
支
援
・
移
動
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
は
あ
っ
て
も
な
か
な
か
活

動
を
ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
地
域
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
移
動
も
含

む
生
活
支
援
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
住
民
主
体
で
立
ち
上
げ

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
学
び
合
い
、
各
地
の
取
り
組
み
に

生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
趣
旨
を
説
明
し
た
。

加
藤　

1
9
8
0
年
か
ら
91
年
ま
で
夫
の
両
親
ら
の
介
護
を
経

験
し
、
助
け
て
ほ
し
い
と
き
に
頼
め
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思

っ
た
。
有
償
と
す
る
こ
と
で
、
気
兼
ね
な
く
助
け
合
い
が
で
き

る
。
無
償
の
活
動
が
当
た
り
前
の
時
代
だ
っ
た
が
、
利
用
者
が

使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
一
生
懸
命
説
明
し
て
理
解
を
広
げ
た
。

ふ
れ
あ
い
天
童
で
は
、
洗
濯
等
の
生
活
支
援
と
と
も
に
利
用
者

が
希
望
す
る
と
こ
ろ
へ
の
移
動
支
援
も
実
施
し
、
居
場
所
「
の

～
ん
び
り
茶
の
間
」
へ
の
送
迎
も
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｃ
の
方
々
は
、
研
修
会
な
ど
で
「
助
け
合
い
が
必
要
だ

な
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
住
民
の
気
持
ち
を
勉
強
会
な
ど
で

深
め
て
も
ら
い
、
応
援
す
る

気
持
ち
で
、
否
定
し
た
り
命

令
し
た
り
せ
ず
す
く
い
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う

と
思
う
。

河
崎　

高
齢
者
の
移
動
支
援

は
、
介
護
・
フ
レ
イ
ル
予
防

に
欠
か
せ
な
い
。
外
出
し
て

人
と
交
流
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
い
う
中
、
全
国
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。
移
動
ネ
ッ
ト

と
し
て
も
、
「
生
活
支
援
と

移
動
支
援
を
1
つ
の
仕
組
み

の
中
で
や
る
」
こ
と
が
一
番

い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

昨
年
3
月
に
は
「
許
可
・

登
録
を
要
し
な
い
輸
送
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
大

き
く
改
定
さ
れ
、
以
前
に
比

2025.12 8

◆ 
登
壇
者
発
表
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べ
柔
軟
な
制
度
に
な
っ
て
き
た
。

　

立
ち
上
げ
に
は
、
勉
強
会
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
見
え
る
化
、

地
域
資
源
と
協
力
者
の
発
掘
が
必
要
と
な
る
。
試
験
運
行
を
地

元
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
等
に
掲
載
し
て
も
ら
う
こ
と
で
周
知
が
進
み
、

仲
間
も
増
え
る
の
で
、
う
ま
く
使
っ
て
ほ
し
い
。

田
口　

葛
城
市
で
は
、
3
団
体
が
住
民
に
よ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
立
ち
上
げ
た
が
、
Ｓ
Ｃ
が
“
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
”

か
ら
入
っ
た
支
援
は
1
つ
も
な
く
、
小
地
域
の
地
域
課
題
に
丁

寧
に
向
き
合
い
住
民
に
伴
走
し
て
広
が
っ
て
き
た
。
生
活
支
援

と
移
動
支
援
を
一
体
的
に
行
い
、
利
用
受
付
か
ら
相
談
、
誰
が

活
動
す
る
か
、
謝
金
の
こ
と
ま
で
す
べ
て
住
民
が
行
っ
て
い
る
。

活
動
の
中
で
何
か
課
題
が
出
て
き
た
と
き
、
「
Ｓ
Ｃ
に
言
わ
れ

た
か
ら
活
動
を
始
め
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

住
民
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
住
民
が
仕
組
み
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
提
示
す
る
の
が
我
々
Ｓ
Ｃ
の
役
割
で
は
な

い
か
。
Ｓ
Ｃ
の
皆
さ
ん
に
は
ど
ん
ど
ん
地
域
に
出
て
、
い
ろ
い

ろ
な
方
た
ち
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
。

　

知
り
た
い
こ
と
を
参
加
者
か
ら
寄
せ
て
も
ら
っ
た
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
、
質
問
を
「
住
民
の
意
識
の
醸
成
」
「
立
ち
上

げ
と
運
営
（
人
）
」
「
立
ち
上
げ
と
運
営
（
も
の
）
」
「
立
ち

上
げ
と
運
営
（
お
か
ね
）
」
「
立
ち
上
げ
と
運
営
（
情
報
）
」

の
5
つ
に
集
約
。
そ
れ
ぞ
れ
、
具
体
的
に
登
壇
者
に
聞
き
た
い

項
目
を
3
～
5
つ
用
意
し
て
、
一
番
聞
き
た
い
項
目
に
参
加
者

が
ラ
イ
ブ
で
投
票
し
、
登
壇
者
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
か
ら
3
名
の
Ｓ
Ｃ
（
長
野

県
長
野
市
・
平
野
歌
織
氏
、
東
京
都
あ
き
る
野
市
・
関
根
ま
き

子
氏
、
秋
田
県
大
館
市
・
戸
澤
真
澄
氏
）
と
ラ
イ
ブ
配
信
会
場

を
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
移
動
支
援
立
ち
上
げ
の

際
の
Ｓ
Ｃ
の
支
援
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ

の
際
の
支
援
、
ヘ
ル
パ
ー
不
足
の
地
域
に
お
け
る
ヘ
ル
パ
ー
と

助
け
合
い
の
違
い
に
つ
い
て
な
ど
を
直
接
質
問
し
、
登
壇
者
に

回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

ま
と
め
と
し
て
鶴
山
が
、
「
や
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
課

◆ 

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き

参
加
者
と
双
方
向
で
や
り
取
り

「語ろう編」の双方向のやり取りは、『いきがい・助け合いオンラインフェスタ2025ダイジェスト
版』でもご紹介予定です。ダイジェスト版は財団 HP でどなたでもご覧いただけます。
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題
も
見
え
て
く
る
し
、
不
安
も
あ
る
と
思
う
が
、
住
民
が
い
き

い
き
と
し
て
豊
か
に
な
る
プ
ラ
ス
の
面
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

が
共
有
で
き
た
。
そ
れ
ら
を
住
民
に
伝
え
な
が
ら
助
け
合
い
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
。

　

冒
頭
、
進
行
役
の
清
水
が
、
「
人
生
1
0
0
年
時
代
、
い
か

に
い
き
が
い
と
助
け
合
い
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
重
要
な
も
の

か
、
ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
も
最
後
ま
で
自
分
を
生
か
し
て
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
け
る
の
か
。

“
助
け
合
い
と
つ
な
が
り
”
か
ら
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会
に

し
た
い
」
と
趣
旨
を
説
明
し
た
。

　

そ
し
て
参
加
者
に
、
「
立
場
・
所
属
」
「
今
の
活
動
・
仕
事

（
職
務
）
に
関
わ
っ
て
い
る
年
数
」
「
自
身
の
活
動
・
仕
事
の

社
会
的
価
値
を
実
感
で
き
て
い
る
か
」
「
地
域
に
お
け
る
つ
な

が
り
づ
く
り
・
連
携
に
つ
い
て
の
経
験
」
「
『
社
会
的
イ
ン
パ

ク
ト
』
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
か
。
あ
る
い
は
評
価
指
標

と
し
て
活
用
し
て
い
る
か
」
の
5
つ
の
質
問
を
投
げ
か
け
、
そ

れ
ぞ
れ
に
用
意
さ
れ
た
選
択
肢
に
参
加
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

回
答
し
た
。
登
壇
者
の
発
表
中
は
、
参
加
者
か
ら
随
時
チ
ャ
ッ

ト
機
能
で
意
見
や
質
問
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

河
田　

36
年
前
、
自
分
が
介
護
離
職
し
た
経
験
か
ら
、
介
護
し

つ
つ
自
分
の
人
生
を
大
事
に
し
、
介
護
さ
れ
る
人
の
人
生
も
大

事
に
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
「
地

域
の
茶
の
間
」
な
ど
を
す
べ
て
“
利
用
す
る
立
場
か
ら
”
つ
く

っ
て
き
た
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
で
き
る
だ
け
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
機
会
を
意
図
的
に
つ
く
り
、
お
互
い
百
人
百
様
の

違
い
を
認
め
合
う
こ
と
か
ら
身
近
な
助
け
合
い
に
つ
な
が
る
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
は
、
い
き
が
い
を
つ
く
る
、
困
っ

た
と
き
に
気
軽
に
助
け
合
え
る
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る
、
子
ど

2025.12 10

■ 

助
け
合
い
の
社
会
的
価
値
と
つ
な
が
り
方

進
行
役	

清
水   

肇
子	

（
公
財
）
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長

登
壇
者	

河
田   

珪
子
氏	

支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

	

髙
木   

大
資
氏	

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
学
講
座
特
定
准
教
授

	

新
田   

國
夫
氏	

（
一
社
）
日
本
在
宅
ケ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
理
事
長

◆ 

登
壇
者
発
表
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いきがい・助け合いオンラインフェスタ2025

も
が
視
野
の
広
い
子
に
育
つ
、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ

る
。

　

ま
ず
自
分
が
「
助
け
て
」

と
言
え
る
か
、
そ
れ
を
言
葉

に
で
き
る
人
が
周
り
に
何
人

い
る
か
、
み
ん
な
で
一
緒
に

考
え
な
が
ら
つ
な
が
り
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

新
田　

本
日
の
テ
ー
マ
と
私

た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
在

宅
医
療
が
ど
う
い
う
関
係
に

あ
る
か
を
考
え
る
と
、
最
終

的
に
は
地
域
で
の
助
け
合
い
、

つ
な
が
り
方
そ
の
も
の
が
私

た
ち
の
新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
な
い
か
と
あ
ら
た
め
て

思
っ
て
い
る
。

　

医
師
と
し
て
治
療
を
行
う

こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、

年
齢
に
従
っ
て
飲
み
込
む
力
が
低
下
し
て
起
こ
る
誤
嚥
性
肺
炎

な
ど
は
末
期
の
も
の
で
、
な
か
な
か
助
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
な

る
と
、
在
宅
医
療
者
は
そ
の
人
の
ニ
ー
ズ
「
生
き
る
生
活
」
に

寄
り
添
っ
て
考
え
、
治
療
の
枠
組
み
を
超
え
た
い
き
が
い
、
生

活
そ
の
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
基
本
に
置
く
こ
と
が
、
地

域
の
人
た
ち
と
共
に
生
き
て
、
そ
の
人
た
ち
を
守
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
人
生
に
お
け
る
満
足
度
が
重
要
だ
と
考
え
る
と
、

「
い
き
が
い
を
支
援
す
る
、
本
人
が
し
た
い
こ
と
を
支
え
る
ケ

ア
」
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

髙
木　

こ
れ
ま
で
「
健
康
」
と
い
え
ば
、
病
気
や
障
が
い
が
な

い
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
人
生
1
0
0
年
時
代
、

長
く
生
き
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
く
中
で
は
病
気
や
障

が
い
が
あ
り
な
が
ら
も
自
立
生
活
が
で
き
て
い
る
、
自
分
ら
し

い
生
き
方
が
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
新
た
な
健
康
観
と

し
て
重
要
に
な
る
。

「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
」
と
は
、
例
え
ば
助
け
合
い
活
動

な
ら
、
参
加
し
て
い
る
人
や
そ
の
地
域
全
体
へ
、
い
つ
ど
の
よ

う
な
効
果
が
生
じ
て
い
く
か
を
把
握
し
、
活
動
が
ど
う
い
う
価

値
を
持
つ
の
か
を
評
価
す
る
も
の
。
必
ず
し
も
貨
幣
価
値
換
算

で
き
な
い
心
理
的
・
社
会
的
な
影
響
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
見
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え
る
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

さ
ん
と
京
都
大
学
と
の
「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
共
同
研
究

で
は
、
そ
こ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

　

ラ
イ
ブ
や
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
受
け
て
、
清
水
か
ら

登
壇
者
に
質
問
し
、
登
壇
者
が
回
答
し
た
。

清
水　

地
域
で
人
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
た
が
失
敗
し
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
経
験
を
耳
に
す
る
。
「
こ
う
し
た
ら
い
い
よ
」
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

髙
木　

み
ん
な
が
仲
良
し
に
な
ら
な
い
と
効
果
が
生
じ
な
い
わ

け
で
は
な
く
、
中
心
的
な
人
物
や
組
織
が
ハ
ブ
と
な
っ
て
、
み

ん
な
は
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り
、
ハ
ブ
を
介
す
と
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
に
つ
な
が
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
い
い
と
思
う
。

清
水   「
地
域
の
茶
の
間
」
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
。

河
田　

い
つ
も
「
ど
う
ぞ
」
と
い
う
姿
勢
で
Ｓ
Ｃ
さ
ん
や
行
政

と
も
一
緒
に
や
っ
て
き
た
。
私
た
ち
住
民
も
、
自
分
た
ち
と
は

違
う
行
政
の
立
場
を
理
解
し
て
、
10
年
間
「
実
家
の
茶
の
間
・

紫
竹
」
を
市
と
の
共
同
事
業
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
と
て
も
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

清
水　

生
活
の
中
で
、
本
人
の
「
し
た
い
」
と
、
家
族
の
「
し

た
ほ
う
が
い
い
」
が
一
致
し
な
い
場
合
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

新
田　

家
族
も
含
め
た
周
囲
が
、
本
当
に
本
人
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
て
話
し
合
い
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。
家
族
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
「
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
思
う
方
向

に
行
き
が
ち
な
の
で
、
最
終
的
に
は
本
人
の
意
思
決
定
を
尊
重

す
る
こ
と
を
基
本
に
し
た
い
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

最
後
に
清
水
が
、
「
日
本
は
今
、
大
転
換
の
時
代
で
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
あ
る
。
助
け
合
い
活
動
や
住
民
主
体
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
。
そ
れ
で
も
、
助
け
合
い
や
人
と

人
が
つ
な
が
り
合
う
こ
と
に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

本
日
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
助

け
合
い
を
広
め
、
そ
の
価
値
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
ま
と
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
。
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◆ 

質
疑
応
答
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いきがい・助け合いオンラインフェスタ2025

　
◆
「
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
」
「
一
人
ひ
と
り
の
声

を
聞
く
」
と
い
う
こ
と
が
ど
の
登
壇
者
も
共
通
し
て
い

て
印
象
的
だ
っ
た
。

◆ 

で
き
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
範
囲
で
始
め
る
。
地
域
支

援
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
前
提
に
、
し
っ
か
り
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◆ 

す
ず
の
会
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ
の
少
人
数
制
は
、

ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

か
け
つ
け
て
く
れ
る
つ
な
が
り
も
と
て
も
良
い
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
士
）

◆ 

認
知
症
当
事
者
の
声
を
聴
く
、
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た

　

め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。   

（
高
齢
者
の
相
談
業
務
）

◆ 

都
市
部
で
も
過
疎
部
と
同
じ
く
近
隣
の
助
け
合
い
は
変

　

わ
ら
な
い
と
い
う
気
づ
き
が
あ
っ
た
。  

（
地
域
相
談
員
）

◆ 

宅
老
所
の
家
族
会
や
施
設
側
の
動
き
も
将
来
を
見
据
え

て
い
て
す
ご
い
。
こ
う
い
う
施
設
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
け
ば
い
い
し
、
そ
の
よ
う
な
人
材
に
自
分
自
身
も
な

り
、
ま
た
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
。
子
ど

も
や
そ
の
マ
マ
を
地
域
で
支
え
る
の
も
、
地
域
住
民
と

の
つ
な
が
り
な
の
だ
と
感
じ
た
。（

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

◆ 

社
会
資
源
が
少
な
く
、
自
宅
を
開
放
で
き
る
担
い
手
探

し
や
空
き
家
の
活
用
に
着
手
し
た
い
が
、
課
題
が
多
く

　

あ
り
道
の
り
は
険
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
Ｓ
Ｃ
）

◆ 

普
段
、
集
合
型
の
研
修
に
は
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い

の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
あ
り
が
た
い
。

（
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
）

◆ 

ラ
イ
ブ
配
信
で
パ
ネ
ラ
ー
が
回
答
し
て
く
だ
さ
る
の
が

　

よ
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
第
1
層
Ｓ
Ｃ
・
行
政
）

「
い
き
が
い
・
助
け
合
い
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5
」
の
詳
細
は
、

近
日
発
行
の
『
さ
ぁ
、
や
ろ
う
』
v
o
l
・
29
で
も
ご
報
告
し
ま
す
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　

参
加
者
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
ま
た
は
肩
書
）
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生き方

自分流

子
ど
も
、
地
域
に
笑
顔
を
届
け

「
い
つ
も
感
謝
」

渡
辺  

恵
司
さ
ん
（
東
京
都
江
東
区
）

社
会
福
祉
法
人
江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
と
う
親
子
セ
ン
タ
ー
副
代
表
理
事

　
幼
少
期
は
戦
争
を
経
験
し
、
中
学
卒
業
後
は
紙
器
製
造
会
社
に
就
職
、

修
業
10
年
、
独
立
。
会
社
経
営
の
傍
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
支
援

実
現
の
た
め
大
学
に
入
学
し
て
学
び
を
深
め
た
と
い
う
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
実
践
者
の
先
駆
け
で
も
あ
る
渡
辺
恵
司
さ
ん
。
学
び
と
実
践
を
経
て
、

今
な
お
「
必
要
と
し
て
く
れ
る
な
ら
喜
ん
で
汗
を
流
し
た
い
」
と
語
る

渡
辺
さ
ん
の
生
き
方
を
取
材
し
ま
し
た
。
　
　
　（
取
材
・
文
／
境
　
朗
子
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
何
な
の
か
、
考
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
。
温
和
な
笑
顔
で
振
り
返
る
渡
辺
さ
ん
。
御

年
85
歳
に
は
と
て
も
見
え
な
い
若
々
し
さ
だ
。

「
若
い
頃
に
は
世
間
に
よ
く
あ
る
先
入
観
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

切
手
を
集
め
た
り
、
バ
ザ
ー
を
手
伝
っ
た
り
、
車
い
す
を
押
し

た
り
す
る
の
は
女
性
や
学
生
が
や
る
こ
と
で
、
い
っ
ぱ
し
に
社

会
で
働
い
て
い
る
男
が
や
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
決

め
つ
け
て
い
ま
し
た
」
と
吐
露
す
る
。

渡辺恵司さんと愛犬のジョイ

引
く
に
引
け
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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に
6
人
き
ょ
う
だ
い
の
二
男
と
し
て
埼
玉
県
与
野
市
（
現
さ
い

た
ま
市
）
で
生
ま
れ
た
。
頭
上
を
米
国
の
爆
撃
機
が
飛
び
、
東

京
に
爆
弾
を
落
と
す
の
を
見
た
記
憶
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
あ
る

と
い
う
。

　

父
の
実
家
の
染
物
工
場
は
軍
の
鉄
没
収
で
廃
業
。
父
は
戦
地

か
ら
の
復
員
後
、
鉄
工
所
へ
勤
め
、
母
は
子
ど
も
を
お
ぶ
っ
て

乾
物
や
干
物
な
ど
の
行
商
を
し
た
。
朝
鮮
戦
争
の
特
需
に
よ
る

好
景
気
と
な
り
、
父
は
寝
ず
に
働
い
て
家
ま
で
建
て
た
が
、
休

戦
に
な
り
会
社
は
倒
産
。
兄
は
親
に
黙
っ
て
高
校
を
や
め
て
行

商
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
渡
辺
さ
ん
も
中
学
卒
業
後
、
東
京
浅

草
に
あ
る
紙
器
製
造
会
社
に
就
職
。
朝
6
時
に
起
床
し
、
夜
11

時
頃
ま
で
働
い
た
。
朝
、
駅
へ
向
か
う
途
中
、
中
学
時
代
の
同

級
生
が
高
校
に
通
う
姿
が
目
に
入
っ
た
。
「
勉
強
だ
っ
て
負
け

て
な
か
っ
た
の
に
」
。
悔
し
く
て
、
ホ
ー
ム
で
も
顔
を
合
わ
せ

な
い
よ
う
に
し
た
。
渡
辺
さ
ん
の
負
け
ん
気
に
火
が
つ
き
、
勉

学
へ
の
意
欲
が
沸
き
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

18
歳
で
夜
間
の
専
門
学
校
で
学
び
、
翌
年
、
恩
師
の
勧
め
で

短
期
大
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
働
き
な
が
ら
学
ん
だ
。

「
し
か
し
、
当
時
の
私
は
25
歳
ま
で
に
独
立
し
よ
う
と
資
金
作

り
に
焦
り
、
お
金
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
渡
辺

さ
ん
は
苦
笑
す
る
。

　

あ
る
時
、
普
段
は
寡
黙
な
父
が
初
め
て
渡
辺
さ
ん
に
「
人
生
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
を
や
る
の
で
す
か
？
」
か
ら
始
ま
り
、

帰
り
際
、
障
が
い
者
の
野
外
活
動
の
支
援
を
紹
介
さ
れ
た
。
時

は
1
9
8
0
年
代
、
日
本
経
済
は
好
景
気
真
っ
只
中
。
社
会
教

育
団
体
の
仲
間
た
ち
に
は
「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
暇
は
な
い
」

と
言
わ
れ
、
渡
辺
さ
ん
は
引
く
に
引
け
ず
一
人
で
参
加
し
た
。

会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
に
車
い
す
を
載
せ
て
キ
ャ
ン
プ
場
へ
行
き
、

障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
の
車
い
す
を
押
し
、
一
緒
に
焚
き
火
を

囲
ん
で
歌
い
、
他
愛
の
な
い
話
で
盛
り
上
が
り
、
「
人
様
の
役

に
立
つ
と
こ
ん
な
に
楽
し
く
、
心
が
満
た
さ
れ
る
の
か
」
と
し

み
じ
み
感
じ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
5
年
余
り
続
き
、
渡
辺
さ

ん
は
そ
の
た
び
に
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
第
2
次
世
界
大
戦
勃
発
の
翌
年
、
1
9
4
0
年

　

変
化
の
き
っ
か
け
は
40
歳
を
過
ぎ
た
頃
。
地
元
で
会
社
を
経

営
し
て
い
る
関
係
な
ど
か
ら
、
と
あ
る
社
会
教
育
団
体
の
壮
年

リ
ー
ダ
ー
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
団
体
内
で
「
社
会
貢

献
す
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
提

案
さ
れ
た
が
、
何
を
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。
渡

辺
さ
ん
は
、
会
社
兼
自
宅
が
あ
る
江
東
区
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
な
る
所
へ
初
め
て
足
を
運
ん
だ
。

「
人
の
一
生
は
、
得
た
金
を
ど
う
使
う
か
で
決
ま
る
」
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「人生」を教えてくれた父（右）と
渡辺さん（左）

を
差
し
伸
べ
ら
れ
な
い
か
─
─
。

「
私
に
は
知
識
も
大
し
た
経
済
力
も
な
い
。
何
を
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
。
そ
こ
で
ひ
ら
め
い
た
の
が
、
長
年
の
夢
だ
っ
た
大

学
進
学
で
す
。
学
ぶ
中
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援

に
つ
い
て
手
が
か
り
を
摑
も
う
と
思
い
ま
し
た
」

　

渡
辺
さ
ん
は
専
修
大
学
二
部
商
学
部
を
受
験
。
面
接
試
験
で

も
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
へ
の
思
い
を
語
り
、
54
歳
で
見
事
合
格
。

実
は
、
妻
の
千
賀
子
さ
ん
に
は
合
格
し
て
か
ら
の
事
後
報
告
だ

を
諭
し
た
。
「
恵
司
、
お
前
は
頑

張
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
。
だ
が

『
五
穀
実
れ
ば
穂
が
垂
れ
る
』
だ
。

人
の
一
生
は
、
得
た
金
を
ど
う
使

う
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
道
楽
で

使
う
の
か
、
仕
事
で
使
う
の
か
、

社
会
に
恩
返
し
す
る
か
だ
」
。
父

の
慈
愛
で
あ
り
応
援
歌
だ
っ
た
。

「
私
の
生
き
方
を
示
し
て
く
れ
た
。

今
で
も
思
い
出
す
と
、
無
性
に
あ

っ
た
が
、
「
あ
な
た
は
中
学
を

出
て
か
ら
ず
っ
と
一
生
懸
命
働

い
て
き
た
の
だ
か
ら
、
よ
か
っ

た
ね
」
と
祝
っ
て
く
れ
た
。

　

大
学
で
は
学
生
た
ち
に
教
員

と
間
違
わ
れ
た
り
し
な
が
ら
も
、

若
い
友
だ
ち
が
増
え
て
い
っ
た
。

授
業
は
一
言
も
聞
き
逃
す
ま
い

と
、
い
つ
も
最
前
列
の
中
央
に

座
っ
た
。

　

4
年
生
に
な
っ
た
あ
る
日
、

日
本
経
済
論
の
講
義
中
、
担
当

教
授
か
ら
「
私
の
友
人
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
支
援
を
し
て
い
る
人
が

の
頃
の
父
に
会
い
た
く
な
り
ま
す
」

　

渡
辺
さ
ん
は
25
歳
で
紙
器
製
造
会
社
を
設
立
。
そ
の
後
、
結

婚
し
て
3
人
の
娘
に
も
恵
ま
れ
た
。

　

50
代
半
ば
に
な
っ
た
あ
る
日
、
新
聞
に
載
っ
て
い
た
1
枚
の

写
真
に
激
し
く
胸
を
突
か
れ
た
。
少
年
が
一
人
、
荷
物
を
抱
え

て
荒
れ
果
て
た
道
を
何
と
も
寂
し
く
、
何
と
も
孤
独
に
歩
い
て

い
る
。
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
記
事
を
読
む
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
内
戦
に
よ
る
虐
殺
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
状
況
が
リ
ア
ル
に

迫
っ
て
き
て
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
何
と
か
手

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
思
い
を
馳
せ
、
大
学
へ

そ
し
て
現
地
の
支
援
へ

支援したカンボジアでの小学校開校式。中央右が渡辺さん
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り
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
は
大
変
な
時
代
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
本
や
資
料
を
読
み
、
さ
ら
に
厚
生
省
（
当
時
）

に
問
い
合
わ
せ
た
り
し
て
情
報
収
集
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
「
地
域
で
、
子
育
て
の
喜
び
と
大
切
さ
を
実
感

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
育
児
支
援
が
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
地
元
の
人
々
に
呼
び
か
け
る
と
「
確
か
に
今
、

必
要
な
取
り
組
み
だ
」
と
、
助
産
師
、
保
護
司
、
民
生
委
員
、

社
会
教
育
団
体
の
友
人
た
ち
が
賛
同
。
皆
で
話
し
合
い
を
重
ね
、

2
0
0
2
年
、
「
子
育
て
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
活
動
を
立
ち
上
げ
た
。

渡
辺
さ
ん
62
歳
の
時
だ
。
子
育
て
中
の
親
が
集
ま
っ
て
悩
み
や

心
配
事
を
話
し
合
い
、
経
験
者
や
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
広
場
と
な
っ
た
た
ん
ぽ
ぽ
は
、
孤
独
で
疲
れ
切
っ
た
母
親

た
ち
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
参
加
者
が
増
え
、
実
施
回
数
を
増

や
し
て
今
に
至
る
。

「
夫
の
転
勤
で
海
外
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
母
親
か
ら
、
泣

き
な
が
ら
『
孤
独
だ
』
と
訴
え
る
電
話
が
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
面

会
し
て
丁
寧
に
話
を
聞
き
、
子
育
て
Ｏ
Ｂ
に
つ
な
げ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
」

　

彼
女
は
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、
ほ
ど
な
く
自
宅
近
く
で
子
育

て
支
援
の
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
い
う
。

い
る
」
と
聞
い
て
渡
辺
さ
ん
の
胸
は
高
鳴
っ
た
。
「
念
ず
れ
ば

花
開
く
」
と
は
こ
の
こ
と
。
さ
っ
そ
く
連
絡
さ
せ
て
も
ら
い
、

卒
業
後
の
5
月
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
渡
っ
た
。
そ
こ
で
見
た
の

は
、
悲
惨
な
状
況
の
中
で
も
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
だ
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
は
仲
間
と
共
に
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

を
行
き
来
し
て
物
資
な
ど
の
支
援
を
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
募

金
を
呼
び
か
け
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
小
学
校
建
設
の
た
め
奔
走
し

た
。
働
き
か
け
の
甲
斐
あ
っ
て
多
く
の
支
持
者
が
集
ま
り
、
小

学
校
舎
は
2
年
に
1
校
ず
つ
3
校
完
成
、
現
地
創
作
絵
本
な
ど

も
寄
贈
を
続
け
た
。
ち
ょ
う
ど
今
年
11
月
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
長
女
・
愛
子
さ
ま
も
訪
問
さ
れ
た
ラ
オ
ス
の
小
児
病
院
は
、

親
交
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
2
0
1
5
年
に
開
院
。
渡
辺
さ
ん

も
病
室
1
室
を
寄
贈
す
る
な
ど
協
力
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
全
校
生

徒
に
話
す
機
会
が
あ
り
、
地
元
江
東
区
の
小
学
校
を
訪
れ
た
。

「
学
校
に
行
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
恵
ま

れ
て
い
る
な
ぁ
、
と
思
い
ま
し
た
」

　

だ
が
、
そ
の
恵
ま
れ
て
い
る
は
ず
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、

入
学
し
た
と
き
の
目
の
輝
き
が
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ
て
失
わ

れ
る
と
聞
く
。
渡
辺
さ
ん
は
、
児
童
養
護
施
設
に
視
察
に
出
か

け
た
。
そ
こ
で
は
、
貧
困
家
庭
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
児
童
虐

待
の
実
態
を
も
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
族
で
さ
え
、
つ
な
が

生き方・自分流

国
内
の
親
子
支
援
を
開
始
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06
年
に
は
、“
下
町
の
お
せ
っ
か
い
オ
ジ
サ
ン
・
オ
バ
サ
ン
” 

を
自
認
す
る
人
た
ち
、
医
師
、
教
員
、
保
育
士
な
ど
素
人
か
ら

専
門
家
ま
で
が
親
子
に
心
を
寄
せ
応
援
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ

う
と
う
親
子
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
、
渡
辺
さ
ん
は
代
表
理
事
に

就
任
し
た
。
電
話
で
子
ど
も
の
声
に
と
こ
と
ん
耳
を
傾
け
る
チ

ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
柱
に
活
動
を
開
始
し
た
。

「
大
人
は
、
長
い
人
生
経
験
か
ら
つ
い
子
ど
も
に
教
え
た
り
指

導
し
た
り
し
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
力
を
信

じ
、
気
持
ち
に
寄
り
添
い
丸
ご
と

そ
の
子
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
大

事
で
す
ね
」

　

07
年
、
つ
な
が
り
の
あ
る
大
学

の
先
生
か
ら
「
英
国
の
家
庭
訪
問

型
子
育
て
支
援
『
ホ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
』
の
視
察
研
修
へ
一
緒
に
行
き

ま
せ
ん
か
」
と
声
が
か
か
っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
は
、
支
援
者
が

育
児
中
の
保
護
者
へ
の
傾
聴
を
基

本
に
訪
問
し
、
家
事
や
育
児
を
一

緒
に
す
る
子
育
て
支
援
だ
。
強
い

関
心
を
持
ち
、
初
め
て
訪
問
し
た

英
国
で
の
視
察
で
渡
辺
さ
ん
は
、

こ
れ
も
今
の
日
本
に
必
要
な
活
動
だ
と
確
信
し
て
帰
国
し
た
。

英
国
の
よ
う
に
で
き
る
か
、
活
動
者
が
集
ま
る
か
不
安
は
あ
っ

た
が
、
区
の
支
援
な
ど
も
あ
り
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
は
こ
う
と
う

親
子
セ
ン
タ
ー
の
一
事
業
と
な
っ
た
。

　

09
年
、
あ
る
集
ま
り
で
渡
辺
さ
ん
の
活
動
報
告
を
聞
い
た
人

か
ら
突
然
電
話
が
あ
り
、
「
渡
辺
さ
ん
を
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
推
薦
し
た
い
」
と
誘
い
を
受
け
た
。

間
も
な
く
財
団
か
ら
研
修
の
招
待
状
が
届
い
た
の
で
参
加
し
た

も
の
の
、
話
は
高
齢
者
分
野
が
中
心
、
参
加
者
も
自
分
よ
り
若

い
の
に
高
齢
者
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
。
「
自
分
に
は

無
理
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
が
、
縁
あ
っ
て
11
年
、
渡
辺
さ
ん
は

さ
わ
や
か
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
一
員
と
な
っ
て
く
れ
た
。
地

元
で
町
会
長
に
選
ば
れ
る
と
、
財
団
と
の
協
働
も
相
ま
っ
て

「
高
齢
化
し
て
い
る
町
内
を
も
っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
介
護
保
険
制
度
改
正
と

地
域
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
開
催
し
、
そ
の
時
の
パ
ネ

ラ
ー
を
中
心
に
助
け
合
い
懇
談
会
を
経
て
「
助
け
合
い
活
動
連

絡
会
」
を
発
足
。
毎
月
、
区
内
各
地
に
会
場
を
移
し
な
が
ら
、

地
区
の
人
や
団
体
が
活
動
を
発
表
し
て
参
考
に
し
合
お
う
と
い

う
、
渡
辺
さ
ん
ら
し
い
前
向
き
な
取
り
組
み
だ
。

さ
わ
や
か
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て

英国「ホームスタート」の視察研修で。後列右端が渡辺さん
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生き方・自分流

少
な
か
ら
ず
勇
気
が
い
る
。
け
れ
ど
渡
辺
さ
ん
は
そ
の
一
歩
を

踏
み
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
人
だ
。
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
で

き
な
い
」
と
い
う
思
い
が
、
気
づ
け
ば
体
を
動
か
し
て
い
る
。

ご
く
自
然
に
地
域
に
溶
け
込
み
、
必
要
な
場
を
創
り
出
し
、
子

ど
も
を
は
じ
め
多
く
の
人
に
笑
顔
を
届
け
て
き
た
。

「
い
つ
も
感
謝
す
る
側
で
い
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
渡
辺
さ

ん
。
誰
か
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
、
い
つ
の
間
に
か
自
分

が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、
ま
た
活
動
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

今
も
健
康
維
持
に
は
留
意
し
て
い
る
。
明
日
も
、
朝
の
散
歩
で

並
ん
で
歩
き
な
が
ら
愛
犬
ジ
ョ
イ
に
「
散
歩
で
健
康
を
維
持
さ

せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
る
。

も
自
分
の
力
で
学
ん

で
成
長
し
ま
す
よ
」

と
も
。

　

娘
た
ち
に
も
「
や

り
な
さ
い
」
と
言
っ

た
こ
と
は
な
い
が
、

3
人
そ
れ
ぞ
れ
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

誰
か
の
た
め
に
行

動
を
起
こ
す
に
は
、

　

地
元
に
あ
る
大
規
模
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
尽

力
し
、
近
年
で
は
地
区
の
町
会
連
合
会
長
と
し
て
、
団
地
に
住

む
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
と
日
本
人
居
住
者
の
間
の
課
題
解

決
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
「
日
本
文
化
の
押
し
付
け

で
な
く
、
相
互
理
解
が
大
事
で
す
」
と
語
る
。

　

長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
に
よ
り
、
渡
辺
さ
ん
は

22
年
、
江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
推
さ
れ
就
任
し
た
。

「
現
場
を
熟
知
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
っ
と
社
協
の
活
動
に
関

わ
っ
て
も
ら
い
、
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
た
い
。
地

域
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
助
け
合
い
が
育
ち
ま
す
か
ら
」

と
力
を
込
め
る
。 

「
私
は
、
見
て
の
通
り
普
通
の
お
じ
い
さ
ん
で
す
。
た
だ
、
行

動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
一
生
懸
命
汗
を
流
し
ま
す
。
す
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
い
ろ
い
ろ
な
方
が
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
の
で
す
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
る
。
そ
し
て
「
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
運
営

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
初
に
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
引

っ
張
る
の
は
私
で
も
、
歯
車
が
動
き
出
し
た
ら
若
手
の
背
中
を

押
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
人
柄
や
誠
意
、

活
動
へ
の
理
解
力
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
周
り
が
育
て
な
く
て

地域での小学生の登校見守り。笑顔で
子どもたちに声をかける渡辺さん（左端）

い
つ
も
感
謝
す
る
側
で
い
る
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広
げ
よ
う  

つ
な
げ
よ
う  

地
域
助
け
合
い

活
動
の
現
場
か
ら

202025.12

　

朝
10
時
。
急
な
斜
面
に
建
つ
一
軒
家
の
前

に
1
台
の
車
が
停
ま
っ
た
。
移
動
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
、
上
野
倫
子
さ
ん
（
75
歳
）
の
自
家

用
車
だ
。
そ
こ
に
利
用
者
の
吉
野
英
子
さ
ん

（
90
歳
）
が
乗
り
込
ん
だ
。
こ
の
日
は
、
吉

野
さ
ん
が
車
で
片
道
15
分
の
整
形
外

科
を
予
約
し
て
い
る
日
だ
。

　

吉
野
さ
ん
は
、
「
南
ヶ
丘
で
移
動
支
援
が

始
ま
っ
て
か
ら
、
す
ご
く
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
整
形
外
科
の
近
く
ま
で
行
く
バ
ス
が
な

い
ん
で
す
。
家
族
は
仕
事
が
あ
る
の
で
平
日

は
頼
め
な
い
し
、
週
末
は
病
院
が
や
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
活
動
に
は
い
つ
も
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
だ
。

　

上
野
さ
ん
も
「
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
て
あ

り
が
た
い
で
す
」
と
微
笑
む
。
「
仕
事
を
辞

め
て
か
ら
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

支
え
あ
い
南は

え

る

風
流
街ま

ち

南
ヶ
丘
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

　
約
50
年
前
に
山
間
部
を
切
り
開
い
て
開
発
さ
れ
た
河
内
長
野
市
南
ヶ
丘
地
区
は
、

急
坂
が
多
く
、
同
時
期
に
入
居
し
た
人
た
ち
は
一
気
に
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
住

民
の
思
い
を
受
け
止
め
、
「
あ
た
た
か
な
南は

え風
が
流
れ
る
街
に
」
と
の
願
い
を
込

め
て
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
“
み
ん
な
で
”
乗
り
越
え
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
取
材
・
文
／
森
　
祐
子
）

「
オ
ー
ル
南
ヶ
丘
」
で
助
け
合
い
活
動
創
出

移
動
を
含
む
生
活
支
援
と
集
い
の
場

上野さんの自家用車に乗り込む吉野さん。車に
は「支えあい南風流街南ヶ丘」のマグネットが

12月号-活動の現場-差替2025.indd   412月号-活動の現場-差替2025.indd   4 2025/12/01   11:372025/12/01   11:37
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2025.1221

「
支
え
あ
い
」
の
代
表
で
あ
る
黒
川
陞の
ぼ
るさ

ん

（
84
歳
）
が
約
5
5
0
世
帯
1
3
0
0
人
が

住
む
南
ヶ
丘
地
区
の
自
治
会
長
に
な
っ
た
2

0
2
1
年
。
地
域
の
現
状
を
把
握
し
よ
う
と

「
南
ヶ
丘
・
よ
り
よ
い
街
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
約
7
割
の
世
帯
が
回

々
と
近
所
の
住
民
が
集
ま
っ
て
き
て
い

た
。
こ
の
日
は
「
集
い
の
場
」
が
開
か

れ
、
外
部
講
師
を
招
い
て
「
元
気
ア
ッ

プ
体
操
」
を
行
う
日
。
体
操
が
終
わ
っ

た
ら
お
茶
会
に
し
て
み
ん
な
で
楽
し
く

お
話
し
し
て
か
ら
解
散
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
南
ヶ
丘
地
区
の
住
民
主
体

の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
支
え
あ
い
南

風
流
街
南
ヶ
丘
」
（
以
下
、
「
支
え
あ

い
」
）
に
よ
る
活
動
で
、
生
活
支
援
も

行
っ
て
い
る
。
南
ヶ
丘
地
区
で
は
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
幅
広
い
活
動
が
実
現

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

答
を
寄
せ
、
住
民
の
高
齢
化
に
よ
り
「
買
い

物
・
外
出
時
の
移
動
手
段
の
確
保
」
と
い
う

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
急

坂
が
多
い
上
に
、
一
斉
に
入
居
し
た
住
民
の

高
齢
化
率
は
53
・
7
％
。
黒
川
さ
ん
が
「
何

と
か
し
な
い
と
…
」
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

河
内
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
所
属
の
第
2

層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）

石
村
純
子
さ
ん
が
、
他
地
区
で
行
っ
て
い
る

住
民
活
動
の
事
例
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
住
民
に
よ
る
移
動
支
援
と
い
う
方
法

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
い
に
興
味
を
持
っ

た
と
い
う
。

「
で
も
、
自
治
会
長
の
一
存
で
進
め
て
し
ま

う
と
、
会
長
が
交
代
し
た
と
き
に
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
や
る
な
ら
“
オ

ー
ル
南
ヶ
丘
”
で
と
思
い
ま
し
た
」

　

黒
川
さ
ん
は
ま
ず
、
地
区
の
福
祉
委
員
で

あ
る
明あ
け
み
つ光

巌
さ
ん
（
80
歳
）
と
池
田
佐
九
郎

さ
ん
（
75
歳
）
、
民
生
委
員
の
茂
山
恵
祐
さ

ん
（
71
歳
）
と
濱
田
光
國
さ
ん
（
75
歳
）
に

声
を
か
け
た
。
4
人
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

か
な
と
思
っ
て
い
て
、
運
転
が
好
き
な
の
で

移
動
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
病
院
で

し
た
が
、
ほ
か
に
も
書
道
教
室
や
日
本
舞
踊
、

カ
ラ
オ
ケ
、
美
容
院
な
ど
に
行
く
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
南
ヶ
丘
に
住
む
皆
さ
ん
の

活
動
範
囲
が
広
が
る
の
を
実
感
す
る
と
、
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

同
日
朝
10
時
。
吉
野
さ
ん
の
自
宅
の
目
と

鼻
の
先
に
あ
る
南
ヶ
丘
自
治
会
館
に
は
、
続

この日の集いの場は、血圧測定と元気アップ体操、
そして好評のお茶会「

民
主
的
に
進
め
よ
う
」

町
内
ア
ン
ケ
ー
ト
、
検
討
会
、
視
察
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生
委
員
・
児
童
委
員
、
老
人
会
の
代
表
が
集

ま
っ
て
月
1
回
の
検
討
会
を
実
施
し
、
活
発

な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
「
や
る
か
、
や
ら

な
い
か
」
「
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
」
「
他

地
区
で
は
ど
う
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
気
に

な
る
こ
と
は
話
し
合
い
、
調
べ
、
見
学
に
行

っ
た
。
他
地
区
の
交
流
会
に
も
参
加
し
て
、

実
際
に
住
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
か

ら
話
を
聞
い
た
。

　

ま
た
、
黒
川
さ
ん
は
「
民
主
的
に
進
め
た

い
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
何
を
す

べ
き
か
考
え
た
い
」
と
、
検
討
会
に
よ
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
住

民
の
半
数
か
ら
「
地
域
で
の
支
え
あ
い
活
動

は
必
要
だ
と
思
う
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
池

田
さ
ん
も
「
こ
の
地
区
に
住
民
活
動
は
必
要

な
ん
だ
と
い
う
意
識
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
ね
」
と
語
る
。

　

検
討
会
を
始
め
て
1
年
が
経
過
し
た
22
年

6
月
、
市
社
協
の
車
を
使
っ
て
、
南
ヶ
丘
の

バ
ス
停
で
下
車
し
た
住
民
を
バ
ス
停
か
ら
家

ま
で
送
迎
す
る
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
実
験

は
、
バ
ス
の
利
用
者
が
多
い
ス
ー
パ
ー
の
特

売
日
の
月
曜
日
に
2
週
続
け
て
行
っ
た
。
利

用
者
は
1
週
目
が
10
名
、
2
週
目
は
13
名
。

利
用
者
に
意
見
を
聞
く
と
、
「
よ
う
や
っ
て

く
れ
た
」
「
は
よ
活
動
し
て
や
」
と
い
う
声

が
返
っ
て
き
た
。
検
討
会
メ
ン
バ
ー
は
移
動

支
援
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
9
月
か
ら
は
本
格

的
に
活
動
準
備
に
入
っ
た
。
検
討
会
か
ら

「
南
ヶ
丘
支
え
あ
い
活
動
準
備
委
員
会
」
に

名
称
を
変
更
し
、
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ニ

ー
ズ
と
担
い
手
両
方
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
「
利
用
し
た
い
」
と
答
え
た
の
は
１
５

０
世
帯
、
活
動
に
協
力
的
な
意
見
も
88
名
に

上
っ
た
。
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
担

い
手
候
補
と
な
る
人
の
家
を
手
分
け
し
て
1

軒
1
軒
訪
問
し
、
活
動
の
説
明
を
行
っ
た
。

そ
の
後
も
12
月
の
説
明
会
を
経
て
、
準
備
期

間
中
に
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
は
88
名
と
な
っ
た
。

の
家
を
回
っ
て
お
り
、
「
バ
ス
停
か
ら
家
ま

で
帰
る
の
が
大
変
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
い

た
。
黒
川
さ
ん
と
明
光
さ
ん
と
の
間
に
「
移

動
支
援
が
必
要
だ
」
と
い
う
思
い
は
募
っ
た

が
、
池
田
さ
ん
は
「
そ
の
と
き
は
ま
だ
、
こ

れ
は
行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
で
は
、
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
」
と
率
直
に
振
り
返
る
。
住

民
の
中
で
も
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
自
治
会
、
地
区
福
祉
委
員
、
民

2025.12 22

実
証
実
験
に
「
よ
う
や
っ
て
く
れ
た
」

喜
び
の
声
で
一
気
に
加
速

前列左から高坂さん、黒川さん、水野さん
後列左からＳＣ野﨑さん、岩永さん、小林さん、明光さん、
池田さん
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広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

ら
か
い
受
付
対
応
が
好
評
な
上
に
公
的
制
度

の
知
識
も
豊
富
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と

「
支
え
あ
い
」
の
ど
ち
ら
が
い
い
か
な
ど
を

判
断
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

移
動
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

る
岩
永
正
則
さ
ん
（
76
歳
）
は
元
警
察
官
で
、

も
ち
ろ
ん
道
路
交
通
法
な
ど
に
も
詳
し
い
。

「
公
務
員
で
し
た
の
で
、
引
退
後
は
何
か
地

「
支
え
あ
い
」
の
強
み
の
一
つ
が

“
適
材
適
所
”
だ
。

　

南
ヶ
丘
地
区
全
戸
に
「
支
え
あ

い
」
の
受
付
電
話
番
号
が
書
か
れ

た
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
配
布
、
住
民
は

依
頼
が
あ
る
と
電
話
を
か
け
る
。

電
話
は
受
付
担
当
で
あ
る
小
林
和

美
さ
ん
（
58
歳
）
に
つ
な
が
り
、

小
林
さ
ん
か
ら
生
活
支
援
・
移
動

支
援
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
つ
な
げ
る
。
小
林
さ

ん
は
介
護
ヘ
ル
パ
ー
歴
24
年
、
柔

域
に
お
返
し
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

移
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
話
を
聞
い

て
、
『
コ
レ
だ

』
と
思
い
ま
し
た
」
と
熱

く
語
る
。
依
頼
が
入
る
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー

プ
で
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
に
発
信
し
、
日
程
が

合
う
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。
移
動
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
は
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
受
講
済
み
で
、
現
在
は
7
～
8
名
体
制
で

自
家
用
車
に
「
支
え
あ
い
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
活
動
。
謝
金
は
15
分
２
０
０
円
で
、

活
動
当
日
、
目
的
地
に
到
着
し
た
ら
事
前
に

購
入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
。

　

生
活
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

る
高
坂
正
博
さ
ん
（
77
歳
）
は
、
イ
ベ
ン
ト

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
。
依

頼
が
入
る
と
現
地
に
見
に
行
っ
て
依
頼
内
容

を
確
か
め
、
ど
れ
く
ら
い
の
作
業
量
か
を
見

積
も
っ
て
人
数
等
を
決
定
。
プ
ロ
で
は
な
い

の
で
、
ど
こ
ま
で
の
作
業
を
引
き
受
け
ら
れ

る
か
の
見
極
め
も
高
坂
さ
ん
の
大
事
な
役
割

だ
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
り
、
メ
ン
バ
ー
を
決
定
し
、
作
業
を
終
え

　

活
動
は
、
当
初
か
ら
計
画
し
て
い
た
移
動

支
援
に
加
え
て
、
要
望
が
多
か
っ
た
移
動
以

外
の
生
活
支
援
、
そ
し
て
住
民
同
士
が
交
流

で
き
る
よ
う
に
、
集
い
の
場
も
市
の
補
助
を

活
用
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

う
し
て
地
域
の
人
た
ち
の
期
待
を
受
け
、

「
支
え
あ
い
南
風
流
街
南
ヶ
丘
」
は
23
年
5

月
8
日
、
発
足
式
を
迎
え
た
。

2025.1223

適
材
適
所
で
輝
く
個
性

2023年5月、みんなの思いで立ち上がった
「支えあい南風流街南ヶ丘」の発足式
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た
ら
、
か
か
っ
た
時
間
を
記
載
し
た
作
業
報

告
書
を
作
成
し
、
利
用
者
に
渡
し
て
チ
ケ
ッ

ト
を
受
け
取
る
。
謝
金
は
移
動
支
援
と
同
じ

だ
が
、
長
時
間
の
作
業
の
場
合
は
1
0
0
0

円
の
チ
ケ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
エ
ー
ス
は
向
井

弘
政
さ
ん
（
80
歳
）
だ
。
草
木
の
剪
定
が
得

意
で
、
網
戸
の
張
り
替
え
な
ど
も
器
用
に
こ

な
す
。
「
私
は
“
互
助
会
精
神
”
で
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
い
る
高
坂
さ

ん
や
仲
間
た
ち
を
支
え
た
く
て
」
と
控
え
め

に
語
っ
た
。
そ
の
言
葉
に
高
坂
さ
ん
の
頰
も

緩
む
。
「
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。
大

変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
活
動
の

意
義
を
実
感
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
。

　

集
い
の
場
を
担

当
す
る
の
は
明
光

さ
ん
。
福
祉
委
員

の
活
動
を
通
し
て

地
域
に
広
い
人
脈
が
あ
る
の
で
適
任
だ
。
福

祉
委
員
な
ど
12
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
て
、

2
か
月
に
1
回
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
で
企
画
を

考
え
る
。
イ
ベ
ン
ト
後
の
お
茶
会
が
好
評
で
、

「
住
民
た
ち
が
こ
こ
で
顔
見
知
り
に
な
っ
て
、

近
所
で
会
っ
た
ら
立
ち
話
を
す
る
よ
う
に
な

上野さん（左）と向井さん（右）

活動立ち上げ当時の
担当ＳＣ・石村純子さんの話

　当時、市内で生活支援体制整備事業のモデル事
業から立ち上がった住民活動がいくつかあり、私
はその資料を持って担当地区を回りました。南ヶ

丘の民生委員、茂山さんと濱田さんに相談すると、黒川会長を紹介し
てくださいました。黒川さんはすでに自治会でアンケートを取り、買
い物や外出の移動に課題があることに気づいていらっしゃいました。
そこで「まずは他地域の活動を見に行って、それから南ヶ丘に合う形
を一緒に考えませんか？」とお声かけしました。
　こちらから「やりませんか」と提案するのでなく、皆さんが我が事
として捉えられるように情報提供にとどめ、意識の醸成を待ちました。
　また、すでに活動している団体間の交流会「支えあい推進会議」に
お誘いしたのも、住民活動を立ち上げる際に出てくる課題と対応の仕
方を先輩方に聞けてよかったと思います。例えば「無料だとお礼に気
を遣って利用しにくくなるからあえて有償」「専門家ではなく地域住
民のちょっとした支えあい活動であること」などです。中心メンバー
の皆さんは、住民さんへの説明も時間をかけてされていました。
　何といっても、皆さんの団結力と前向きな姿勢が素晴らしいです。
移動支援、生活支援、集いの場、それぞれにコーディネーターさんた
ちが適任で、責任感を持っていきいきと取り組んでいらっしゃいます。

12月号-活動の現場-差替2025.indd   812月号-活動の現場-差替2025.indd   8 2025/12/01   11:372025/12/01   11:37



2025.1225

残
り
2
割
は
運
営
費
に
充
て
ら
れ
る
が
、
こ

う
し
た
計
算
か
ら
、
補
助
の
関
係
等
で
市
に

提
出
す
る
書
類
作
成
ま
で
一
元
管
理
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
一
人
で
つ
く
り
上
げ
て
し
ま
っ

た
。
も
う
1
人
の
パ
ソ
コ
ン
担
当
・
小
原
博

文
さ
ん
（
66
歳
）
、
事
務
担
当
の
藤
村
澄
子

さ
ん
（
60
歳
）
も
発
足
当
初
か
ら
の
重
要
な

メ
ン
バ
ー
だ
。

　

野
﨑
さ
ん
は
「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
す
。
皆
さ
ん
、
こ
こ
が
開
発
さ

れ
た
頃
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
一
緒
に
子
育

て
を
乗
り
越
え
、
年
齢
を
重
ね
て
き
た
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
黒
川
会
長
を
中
心
に
、
お
互

い
を
認
め
協
力
し
合
う
様
子
を
頼
も
し
く
感

じ
な
が
ら
役
員
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

今
、
近
隣
地
区
か
ら
「
南
ヶ
丘
地
区
が
う

ら
や
ま
し
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
今
年

2
月
に
同
じ
よ
う
な
住
民
活
動
が
立
ち
上
が

っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
今
、
野
㟢
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
相
談
に
来
て
い
る
地
区
が
あ
る
そ
う

だ
。

　

あ
た
た
か
な
南
風
が
流
れ
る
街
の
活
動
が

今
、
バ
ト
ン
を
託
す
よ
う
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

る
ん
で
す
。
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

　

毎
月
第
3
月
曜
日
に
は
、
「
支
え
あ
い
」

の
役
員
と
現
在
の
担
当
第
2
層
Ｓ
Ｃ
野
﨑
浩

司
さ
ん
で
役
員
会
を
開
催
し
、
活
動
や
会
計

報
告
、
課
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
る
。
会
計
担
当
は
森
恵
さ
ん
（
56
歳
）

と
水
野
功
さ
ん
（
78
歳
）
。
水
野
さ
ん
は
一

級
建
築
士
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
も
上
級
者
。

謝
金
の
8
割
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
支
払
わ
れ
、

2023年に始まった住民同士の助け合い活動。対象は南ヶ丘地区の住民。
＜移動支援・生活支援＞利用者とサポーターをコーディネーターがマッ
チングする。利用料金は15分200円。利用者は事前に購入したチケッ
トで利用時間に応じて謝金を支払う。生活支援は粗大ごみの搬出や草抜
き、電球交換等。移動支援は原則3日前までに予約。
＜集いの場＞週1回自治会館で開催、市の補助を活用し参加無料。

●連絡先／支えあい南風流街南ヶ丘
電話　080-2523-8441（受付時間：平日16～18時）

支えあい南風流街南ヶ丘

全戸配布されている「支
えあい」の電話番号が書
かれたマグネット

事前に購入する
チケットは、利
用者とサポータ
ーがそれぞれ控
えを保管
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皆
様
の
ご
寄
付
を
原
資
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
・
人
々
が
参
加
す
る
地
域
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
「
地

域
助
け
合
い
基
金
」
。
今
月
号
は
、
子
ど
も
食
堂
、
地
域
食
堂
、
高
校
生
主
体
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
ほ
か
の
助
成
先
団
体
の
活
動
報
告
も
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
が
詰
ま
っ
た
多
彩
な
活
動

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
里
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
養
育
し
て
き
た
団
体
代
表
は
、
ネ
グ

レ
ク
ト
や
無
国
籍
な
ど
の
子
ど
も
に
大
き
な
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
住
民
で
守
り
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
居
場
所
と
食
事
、
学
習
支

援
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
週
金
曜
日
に
鴻
巣
市
と
北
本
市

で
「
子
ど
も
と
親
の
居
場
所
　
ひ
な
と
ま
食
堂
」
の
開
催
を
決
め
ま

し
た
。

　
今
回
の
助
成
金
は
、
食
堂
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
調
理
に
必
要
な

炊
飯
器
な
ど
の
調
理
器
具
や
、
お
皿
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
備
品
・
消

耗
品
、
保
険
料
に
使
用
し
た
ほ
か
、
チ
ラ
シ
を
1
万
部
作
成
し
て
配

布
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
、
食
堂
に
は
初
回
か
ら
25
名
の

参
加
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
食
堂
を
始
め
て
か
ら
、
近
所
の
人
か
ら
野
菜
や
寄
付
金
が

「
地
域
助
け
合
い
基
金
」
助
成
先
の
ご
紹
介

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

助
成
金
額  

15
万
円

埼
玉
県
鴻
巣
市

「
ひ
な
と
ま
通
貨
」
で

子
ど
も
た
ち
も
張
り
切
っ
て
お
手
伝
い

子
ど
も
と
親
の
居
場
所　

ひ
な
と
ま
食
堂
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寄
せ
ら
れ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
元
教
師
や
保
育

士
、
医
師
や
薬
剤
師
、
警
察
官
な
ど
頼
り
に
な
る
人
々
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
、
チ
ラ
シ
を
置
い
て

も
ら
っ
た
り
開
催
場
所
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
と
連
携
が
取
れ
て

い
ま
す
。
今
で
は
、
食
堂
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
食
堂
内
に
は
「
ひ
な
と
ま
通
貨
」
と
い
う
、
お
手
伝
い
を
す
る
と

も
ら
え
る
お
小
遣
い
が
あ
り
、
好
き
な
物
と
交
換
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
も
率

先
し
て
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
「
自
分
た
ち

の
居
場
所
は
こ
こ
に
あ

る
よ
！
」
と
発
信
を
続

け
て
い
き
ま
す
、
と
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
川
村
さ
ん
は
、
年
に
数
回
、
シ
ル
バ
ー
会
で
食
事
提
供
活
動
を
す

る
中
で
「
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
や
食
事
を
し
た
い
」
「
小
さ
な
鍋
で

作
る
カ
レ
ー
よ
り
す
ご
く
お
い
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
単
身
高

齢
世
帯
や
一
人
親
世
帯
、
孤
食
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
昨
年
10
月

に
地
域
食
堂
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
の
反
応
は
良

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
希
望
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

義
足
の
男
性
か
ら
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
お
互
い
を
理
解
し
た
上
で
参
加
し
て

も
ら
え
た
と
い
っ
た
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
川
村
さ
ん
は
、
2
0
2
3
年
度
に
「
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
、
地
域
の
介
護
予
防
体
操
教
室

の
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
第
2
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て
き
ま
し
た
。
第
2
層
協
議
体
の
見

学
の
際
に
は
、
協
議
体
メ
ン
バ
ー
か
ら
エ
ー
ル
を
も
ら
い
心
強
く
思

助
成
金
額  

13
万
4
0
0
0
円

東
京
都
青
梅
市

食
事
提
供
活
動
か
ら

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
地
域
食
堂
へ川

村　

富
美
枝

参加者みんなで記
念撮影。食堂のキ
ャラクター、ひな
ちゃん・とまちゃ
んと一緒に
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っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
助
成
金
は
、
炊
飯
器
や
食
器
乾
燥
機
等
の
調
理
器
具
や
食

器
や
ト
レ
ー
等
の
備
品
・
消
耗
品
、
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
に
使
用
し
ま

し
た
。
赤
字
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
も
の
の
、
「
自
分
だ
け
で
は
こ
ん

な
に
作
れ
な
い
」
「
茶
葉
で
入
れ
た
お
茶
は
お
い
し
い
」
な
ど
喜
び

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
将
来
、
他
地
域

の
人
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
形
を
目
指
し
て
い
ま
す
、
と
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
学
生
団
体
ス
ピ
カ
」
は
、
当
該
地
域
に
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

を
し
て
い
る
団
体
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
高
校
生
が
中
心

と
な
っ
て
2
0
2
2
年
に
設
立
。
近
年
の
報
道
等

に
よ
り
定
着
し
た
「
貧
困
世
帯
の
支
援
場
所
」
と

い
う
子
ど
も
食
堂
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
立
ち

寄
り
食
事
や
勉
強
、
遊
び
を
楽
し
め
る
居
場
所
を

形
成
し
よ
う
と
、
神
戸
市
長
田
区
で
月
1
回
、
無

償
（
高
校
生
以
上
3
0
0
円
）
で
学
習
支
援
と
昼

食
を
提
供
す
る
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
高
校
生
や
大
学
生
と
い
う
小
中
学
生
と
比
較

的
近
い
年
齢
の
学
生
が
運
営
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
食
事
や
勉
強
、
遊

び
を
楽
し
め
る
居
場
所
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

助
成
金
額  

15
万
円

兵
庫
県
神
戸
市

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を

高
校
生
が
立
ち
上
げ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
生
団
体
ス
ピ
カ

６月の料理教室の様子

ボランティアの皆さんが調理
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地
域
で
困
り
事
を
抱
え
、
孤
立
す
る
人
た
ち
が
全
国
で
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
本
基
金
を
通
じ
た
皆
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
11
月
15
日
　
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
示
時
点
）

◎
寄
付
受
付
額

4
3
3
件　

２
億
９
１
３
万
７
６
３
７
円

こ
の
う
ち
遺
贈
基
金
よ
り
１
億
７
０
０
０
万
円
を
供
出

◎
助
成
実
行
額

１
３
７
９
件　

２
億
８
７
３
万
１
９
８
９
円

●基金に関する情報、およびクレジットカード決済は、
　上のコードもご利用ください

財団ホームページ内
基金関連ページ

クレジットカード
決済ページ

　当財団ホームページでは毎日、寄付と助成金額を
開示しており、助成可能な金額もご覧いただけます。
寄付や助成をお考えの方は参考にしてください。

　
昨
年
か
ら
は
さ
ら
に
週
2
回
、
夕
方
に
無
償
で
学
習
支
援
・
遊
び

の
場
を
提
供
す
る
「
放
課
後
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

6
月
に
は
、
他
団
体
と
連
携
し
て
料
理
教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
新

し
い
参
加
者
も
あ
り
、
8
月
下
旬
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
や
り
残
し
て
い

た
夏
休
み
の
宿
題
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
助
成
金
は
、
子
ど
も
食
堂
に
必
要
な
食
材
や
文
房
具
等
の

備
品
購
入
、
宣
伝
の
た
め
の
チ
ラ
シ
作
成
等
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
子
ど
も
食
堂
の
開
催
回
数
を
増
や
す
こ
と
や
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
多
世
代
交
流
の
場
も
計
画
し
て
い
る
と
い
う
頼
も
し
い
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「地域助け合い基金」
状況のご報告

電話：（080）9277-4174
FAX：（03）5470-7755

メール：tasukeai-kikin@sawayakazaidan.or.jp

地域助け合い基金
担当

基金に関するご意見・お問い合わせ
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先
月
号
で
は
千
葉
県
「
柏
市
生
涯
現
役
促
進
協
議
会
」
の

精
力
的
な
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
東
京
都

「
調
布
市
地
域
デ
ビ
ュ
ー
推
進
委
員
会
」
の
取
組
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

筆
者
と
同
委
員
会
と
の
最
初
の
接
点
は
、
昨
年
春
の
調
布

市
役
所
文
化
生
涯
学
習
課
か
ら
の
一
本
の
電
話
で
し
た
。

「
今
年
の
秋
、
定
年
前
後
世
代
の
住
民
向
け
に
地
域
デ
ビ
ュ

ー
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
当
事
者
で
も
あ

る
中
心
の
推
進
メ
ン
バ
ー
が
貴
研
究
所
に
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
。
数
日
後
、
メ
ン
バ
ー
数
名

が
弊
研
究
所
に
お
見
え
に
な
り
、
よ
う
や
く
同
委
員
会
の
組

織
や
活
動
内
容
を
理
解
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

調
布
市
は
、
都
心
へ
の
通
勤
者
が
多
い
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
、

以
前
よ
り
定
年
退
職
者
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
が
大
き
な
課

題
だ
そ
う
で
す
。
同
委
員
会
は
、
「
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
市
民
を
対
象
に
活
動
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

支
援
し
、
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
調
布
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
活
動
す
る
組
織

と
し
て
、
20
年
前
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
の
職
員
が

運
営
主
体
で
は
な
く
、
定
年
退
職
し
た
当
事
者
に
運
営
を
委

地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
旗
振
り
役
も
、

き
っ
か
け
は
自
ら
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー

（
い
け
ぐ
ち
　
た
け
し
）
1
9
8
6
年
日
本
生
命
に
入
社
。
本
部
・
現
場
で
長
く
管
理

職
を
務
め
、
多
様
な
人
材
育
成
に
関
わ
る
。
2
0
2
1
年
定
年
後
研
究
所
所
長
就
任
後

は
、
シ
ニ
ア
就
労
促
進
に
関
す
る
企
業
取
組
、
シ
ニ
ア
の
意
識
調
査
に
従
事
。
還
暦
で

桜
美
林
大
学
院
老
年
学
修
士
課
程
を
修
了
。
厚
生
労
働
省
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向

け
た
検
討
会
委
員
、
企
業
か
ら
福
祉
へ
の
人
材
供
給
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
検
討
委

員
、
早
稲
田
大
学
キ
ャ
リ
ア
・
リ
カ
レ
ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
講
師
、
シ
ニ
ア
社
会
学
会
理

事
等
を
通
じ
て
、
シ
ニ
ア
の
可
能
性
の
拡
が
り
を
志
向
。

定年、定年、
その先へその先へ
地域とのつながり方

シリーズ

8

一
般
社
団
法
人
定
年
後
研
究
所
所
長

池
口  

武
志
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人
の
つ
な
が
り
が
増
加
し
た
」
「
老
後
は
淋
し
い
印
象
を
持

っ
て
い
た
が
、
人
と
の
交
流
が
元
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
定

年
は
人
生
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
」
「
最
初
の
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
人
が
多
い
が
、
踏
み
出
す
こ
と
で
違
っ
た
世
界
が
見

え
て
き
た
。
気
軽
に
考
え
て
ほ
し
い
」
「
会
社
で
は
な
い
の

で
、
自
分
ス
タ
イ
ル
で
企
画
を
進
め
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
楽

し
い
」
と
い
ず
れ
も
イ
キ
イ
キ
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
：
調
布

で
踏
み
出
す
は
じ
め
の
一
歩
」
で
は
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の

手
際
よ
い
運
営
の
も
と
、
筆
者
の
基
調
講
演
の
後
に
は
、

「
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
た
い
」

「
学
び
や
趣
味
を
楽
し
み
た
い
」
の
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
熱
気
あ
る
情
報
交
換
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、

調
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
調
布
ゆ
う
あ
い
福
祉
公

社
等
の
担
当
者
の
話
に
も
熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　

調
布
市
の
よ
う
に
定
年
退
職
者
と
関
係
団
体
と
の
連
携
プ

レ
ー
で
、
シ
ニ
ア
も
団
体
も
共
に
活
性
化
す
る
動
き
の
拡
が

り
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

筆
者
が
お
話
を
お
伺
い
し
た
、

委
員
長
の
山
口
博
之
さ
ん
は
じ

め
4
名
の
方
は
、
転
勤
族
の
方

も
含
ま
れ
、
い
ず
れ
も
現
役
時

代
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
で
、
定
年
前
後
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
当
時
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
こ
と
が
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー

と
、
そ
の
後
委
員
就
任
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
い

わ
く
「
委
員
会
活
動
で
新
し
い

発
見
や
刺
激
を
た
く
さ
ん
受
け

た
。
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
っ
て

ね
る
あ
た
り
が
、
見
事
な
差
配
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
委
員

会
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
毎
年
「
調
布
の
魅
力
を
知
る

徒
歩
ツ
ア
ー
」
「
料
理
教
室
」
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は
「
手
上
げ

制
」
で
、
あ
く
ま
で
も
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
延
べ
2
0
0
名
の
方
が
担
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

調布市地域デビュー推進委員会の皆さん
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いきがい・助け合いフェスタ in 長崎
開催のお知らせ

■ 日　時：2026年2月25日（水）
10:00～16:00　17:00～懇親会（希望者）

■ 会　場：ベネックス長崎ブリックホール（長崎市茂里町2-38）
■ 対　象：生活支援コーディネーター等の地域づくり関係者、

行政職員、その他助け合い支え合う地域づくりに
関心がある方

■ 参加費：無 料

主なプログラム　※予定・プログラムは変更となる場合があります。
　◇ 全体シンポジウム
　◇ パネルディスカッション
　◇ 分科会    Ａ   居場所をどう広げていくか
　　　　　　Ｂ   社会参加とネットワーク
　　　　　　Ｃ   離島等人口減少地域の助け合い

■ 主　催：公益財団法人さわやか福祉財団
共　催：長崎県

詳細は、追って本誌や財団ホームページ等でお知らせします。

　このたび当財団は、長崎県と共催で「いきがい・助け合いフェスタ in 長
崎」を開催することになりました。
　誰もがいきいきと暮らし続けられる地域共生社会の実現に向け、推進する
関係者がより身近な会場で一堂に会して顔を合わせ、多様なアプローチを学
び合うことで、今後の取り組みがさらに進んでいくことを目的としていま
す。参加費は無料、県外の方も参加できます。
　なお、今回はオンラインを併用しますので、全国各地からの参加も歓迎い
たします。ぜひこの機会にご参加ください！

322025.12
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いきがい・助け合いフェスタ in 長崎
開催のお知らせ

■ 日　時：2026年2月25日（水）
10:00～16:00　17:00～懇親会（希望者）

■ 会　場：ベネックス長崎ブリックホール（長崎市茂里町2-38）
■ 対　象：生活支援コーディネーター等の地域づくり関係者、

行政職員、その他助け合い支え合う地域づくりに
関心がある方

■ 参加費：無 料

主なプログラム　※予定・プログラムは変更となる場合があります。
　◇ 全体シンポジウム
　◇ パネルディスカッション
　◇ 分科会    Ａ   居場所をどう広げていくか
　　　　　　Ｂ   社会参加とネットワーク
　　　　　　Ｃ   離島等人口減少地域の助け合い

■ 主　催：公益財団法人さわやか福祉財団
共　催：長崎県

詳細は、追って本誌や財団ホームページ等でお知らせします。

　このたび当財団は、長崎県と共催で「いきがい・助け合いフェスタ in 長
崎」を開催することになりました。
　誰もがいきいきと暮らし続けられる地域共生社会の実現に向け、推進する
関係者がより身近な会場で一堂に会して顔を合わせ、多様なアプローチを学
び合うことで、今後の取り組みがさらに進んでいくことを目的としていま
す。参加費は無料、県外の方も参加できます。
　なお、今回はオンラインを併用しますので、全国各地からの参加も歓迎い
たします。ぜひこの機会にご参加ください！

2025.1233

新しい
ふれあい社会づくりに

向けて

　さわやか福祉財団は、子どもから高齢者まですべての人が、
それぞれの尊厳を尊重しながら、いきがいをもって、

ふれあい、助け合い、共生する地域社会づくりを一貫して進めています。
さらに、全国自治体が地域支援事業で取り組んでいる

住民主体の助け合いの地域づくりも強力に支援しています。
　どうぞ、皆様の地域の情報もお寄せください。

助け合いいきがいふれあい

● ご支援ありがとうございます。
さわやかパートナー（賛助会員）・
ご寄付者の皆様のご紹介

活動日記（抄）
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岡
田
運
輸
株
式
会
社

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会

富
士
急
行
株
式
会
社

社
会
福
祉
法
人
矢
祭
町
社
会
福
祉
協
議
会 鹿

児
島
県

草
野  

明
子

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
本
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
財
政
的
・
精
神
的
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
の
皆
様
で
す
。

会
費
は
寄
付
金
の
一
種
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
規
ご
入
会
の
会
員
の
方
、
会
員
を
ご
継
続
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
毎
号
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
2
0
2
5
年
10
月
1
日
〜
10
月
31
日
財
団
受
付
分
）
※
な
お
、
自
動
振
替
の
場
合
等
、
処
理
日
と
財
団
受
付
日
に
ず
れ
が
出
て
掲
載
時
期
が
ず
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

山
本  

博
子

福
岡
県

橋
下  

京
子

蒔
田  

加
代

長
崎
県

仲
尾  

聡
子

宮
崎
県

富
高  

操
子

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
個
人
（
36
件
）

（
都
道
府
県
別
50
音
順
）

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
法
人
（
6
件
）（

50
音
順
）

宮
城
県

荒
川  

陽
子

須
藤  

わ
か

茨
城
県

林  

修
林  

美
代
子

埼
玉
県

大
山  

眞
人

佐
藤  

実
以
子

千
葉
県

関
川  

和
歌
子

山
田  

明
美

東
京
都

石
川  

正
三

鏡  

英
仁

川
田  

有
一

神
原  

正
子

下
畑  

穣
治

神
部  

亜
季

仙
崎  

礼
次
郎

高
野  

利
雄

高
橋  

清
美

竹
下  

知
道

原  

勝
則

神
奈
川
県

登  

輝
夫

藤
井  

衞

松
岡  

紀
雄

長
野
県

福
沢  

千
恵
子

京
都
府

海
来  

美
鶴

神
谷  

賢
蔵

初
田  

隆
史

水
野  

泰

大
阪
府

石
尾  

雄
幸

奈
良
県

増
田  

喜
三
郎

和
歌
山
県

前  

智
博

徳
島
県

今
村  

和
喜
子
（
1
万
円
）

一
般
ご
寄
付
（
1
件
）

加
藤  

政
晴
（
5
万
円
）

地
域
助
け
合
い
基
金
ご
寄
付
（
1
件
）
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長
崎
県
は
、
「
助
け
合
い
活

動
県
外
先
進
地
視
察
研
修
会
」

（
通
称
・
バ
ス
ツ
ア
ー
）
を
実

施
し
た
。
目
的
は
、
助
け
合
い

の
現
場
を
視
察
し
て
理
解
を
深

め
、
さ
ら
な
る
助
け
合
い
活
動

の
推
進
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

県
内
の
Ｓ
Ｃ
や
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
担
当
職
員
同
士
の
市

町
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
に
は
、
10
月
24

日
と
31
日
の
2
回
に
分
け
て
計

20
名
ほ
ど
が
参
加
。
視
察
先
は

熊
本
県
合
志
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぽ
っ
か
ぽ
か
す
ず
か
け
」
が

運
営
す
る
、
空
き
家
を
活
用
し

た
常
設
の
居
場
所
「
よ
ん
な
っ

せ
」
。
参
加
者
は
朝
、
長
崎
駅

な
ど
い
く
つ
か
の
集
合
場
所
か

ら
バ
ス
に
乗
り
3
時
間
か
け
て

視
察
先
へ
向
か
っ
た
。

◆
す
ぐ
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

　
情
報
交
換
に

　

24
日
の
朝
、
東
彼
杵
町
の
集

合
場
所
に
は
新
上
五
島
町
、
川

棚
町
な
ど
県
内
各
地
か
ら
Ｓ
Ｃ

ら
が
集
ま
っ
た
。
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
。
○
○
市
の
△
△

で
す
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
。
県
庁
で
開
催
す

る
研
修
の
と
き
と
は
ち
ょ
っ
と

違
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
で

会
話
が
始
ま
る
。
バ
ス
は
自
由

席
。
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
は
あ

る
が
じ
っ
く
り
話
し
た
こ
と
は

な
い
人
同
士
も
「
今
、
ど
ん
な

取
り
組
み
を
し
て
る
？
」
「
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た
け
ど
、
住

民
主
体
の
活
動
創
出
に
つ
な
げ

る
の
に
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
、

自
由
な
空
間
と
時
間
な
ら
で
は

の
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
情
報
交
換

が
始
ま
っ
た
。
県
担
当
者
か
ら

「
研
修
の
し
お
り
」
が
配
布
さ

れ
、
研
修
の
目
的
や
参
加
者
名

簿
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
、
視
察

先
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

「
よ
ん
な
っ
せ
」
に
到
着
し
た
。

◆
実
践
者
た
ち
の
熱
意
を
実
感

　

立
派
な
門
構
え
の
入
り
口
で

写
真
を
撮
り
、
玄
関
へ
。
「
こ

ん
に
ち
は
。
よ
う
こ
そ
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
代
表
の
佐
藤
昭
男

さ
ん
を
は
じ
め
、
会
の
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　
地
域
支
援
事
業
の
活
動
報
告
は
、
こ
の
ほ
か
に
当
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
＝
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

2025.1235

colum
n

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
常
務
理
事
・
共
生
社
会
推
進
リ
ー
ダ
ー	

鶴
山　

芳
子

現
場
視
察
か
ら
得
ら
れ
る
大
き
な
効
果

長
崎
県
バ
ス
ツ
ア
ー
よ
り
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「
ぽ
っ
か
ぽ
か
す
ず
か
け
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

代
表
の
佐
藤
昭
男
さ
ん
か
ら
、

常
設
の
居
場
所
や
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
始
め
た

「
き
っ
か
け
」
「
活
動
や
資
金

な
ど
運
営
」
「
コ
ロ
ナ
を
乗
り

越
え
た
こ
と
」
「
社
協
や
行
政

と
の
連
携
」
「
協
議
体
へ
の
参

　

普
段
は
居
場
所
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
が
集
う
茶
の
間
で
、

視
察
研
修
「
み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
で
解
決
‼　

あ
な
た
の

そ
の
一
言
が
合
志
市
を
動
か
す
」

が
始
ま
っ
た
。
冒
頭
、
合
志
市

役
所
課
長
補
佐
の
矢
幡
茜
さ
ん

と
第
1
層
Ｓ
Ｃ
黒
川
敬
士
さ
ん

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い
て

あ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
活
動

が
継
続
で
き
て
い
る
」
「
そ
の

時
々
で
『
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
』
を
取
捨
選
択
し
柔
軟
な

活
動
を
し
て
い
る
」
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
「
他
の

市
町
の
Ｓ
Ｃ
さ
ん
た
ち
と
直
接

情
報
交
換
で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
満
足
度

の
高
い
研
修
と
な
っ
た
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
。

現
場
視
察
は
、
見
て
生
の
声
を

聞
き
住
民
主
体
の
助
け
合
い
を

理
解
す
る
効
果
が
と
て
も
大
き

く
、
Ｓ
Ｃ
や
行
政
が
得
る
も
の

も
大
き
い
。

　

長
崎
県
で
は
来
年
度
も
視
察

研
修
会
を
取
り
入
れ
、
県
内
の

助
け
合
い
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

加
」
等
、
資
料
を
使
い
な
が
ら

具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。
参

加
者
か
ら
は
突
っ
込
ん
だ
質
問

が
あ
り
、
佐
藤
さ
ん
や
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
た
ち
も
活
動
へ
の
熱
意

が
伝
わ
っ
て
く
る
回
答
を
下
さ

り
、
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い

盛
り
上
が
っ
た
。

◆
現
地
視
察
だ
か
ら
こ
そ

　

よ
ん
な
っ
せ
の
皆
さ
ん
か
ら

は
「
自
分
た
ち
の
地
域
を
良
く

す
る
た
め
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

も
の
は
な
い
か
と
、
い
ろ
い
ろ

質
問
さ
れ
と
て
も
熱
意
を
感
じ

た
」
「
各
地
の
第
3
層
（
実
践

者
）
の
中
で
思
い
を
持
つ
人
と

つ
な
が
っ
て
広
め
た
ら
い
い
の

で
は
」
と
の
感
想
や
助
言
を
い

た
だ
い
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
や
ら
さ
れ
感
な
く
住
民
主
体

で
運
営
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
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２日間にわたって行われた長崎県の視察研修会（バス
ツアー）
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【
10
月
6
日
】
福
井
県
主
催
の

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
養
成
全
体
研
修
会
」
が
全
日

の
集
合
型
研
修
と
し
て
開
催
さ

れ
、
県
内
の
第
1
層
・
第
2
層

Ｓ
Ｃ
と
行
政
担
当
者
約
60
名
が

参
加
し
た
。

　

同
県
で
は
初
任
者
研
修
会
を

基
礎
的
研
修
、
今
回
の
全
体
研

修
会
を
実
践
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
と
位
置
付
け
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。
初
任

者
研
修
会
は
今
年
7
月
に
開
催

さ
れ
、
県
内
Ｓ
Ｃ
の
約
3
分
の

1
に
当
た
る
新
任
Ｓ
Ｃ
な
ど
に

向
け
て
、
助
け
合
い
の
意
義
や

効
果
、
具
体
的
事
例
な
ど
を
学

ぶ
機
会
と
し
た
。

　

今
回
は
、
各
Ｓ
Ｃ
の
取
り
組

み
状
況
や
直
面
し
て
い
る
課
題
、

活
動
事
例
な
ど
を
記
入
し
て
も

ら
う
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で

関
心
の
高
か
っ
た
移
動
支
援
を

中
心
に
、
活
動
の
立
ち
上
げ
方

法
を
考
え
た
。

　

県
長
寿
福
祉
課
長
か
ら
の
趣

旨
説
明
に
続
き
、
県
担
当
者
か

ら
県
内
状
況
と
県
支
援
事
業
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

が
説
明
さ
れ
た
。
次
に
、
同
県

話
し
合
う
活
動
は
移
動
支
援
以

外
も
選
択
可
能
と
し
て
い
た
が
、

全
グ
ル
ー
プ
が
移
動
支
援
を
選

択
し
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

鯖
江
市
第
1
層
Ｓ
Ｃ
の
遠
藤

里
佳
氏
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
考
え
る
高
齢
者
の
外
出

支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
」
、
長
野
県
小
布
施

町
第
1
層
Ｓ
Ｃ
の
伊
藤
由
花

氏
か
ら
「
住
民
が
主
人
公
の

移
動
外
出
支
援
を
進
め
る
た

め
に
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ

事
例
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

財
団
か
ら
は
、
活
動
創
出

に
向
け
て
Ｓ
Ｃ
が
取
り
組
む

こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
な
留

意
点
も
含
め
て
説
明
し
た
。

　

午
後
は
、
「
活
動
を
立
ち

上
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

ク
は
メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
2
回

に
分
け
て
実
施
。
1
回
目
は
、

行
政
グ
ル
ー
プ
、
第
1
層
Ｓ
Ｃ

グ
ル
ー
プ
、
第
2
層
Ｓ
Ｃ
グ
ル

福井県「生活支援コーディネーター養成全体研修会」の様子

2025.1237

各
地
・
各
事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

■ 

福
井
県

Ｓ
Ｃ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
全
体
研
修
会
開
催

移
動
支
援
の
立
ち
上
げ
な
ど
テ
ー
マ
に
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こ
と
の
重
要
性
が
分
か
っ
た
」

「
自
分
の
町
の
状
況
と
似
て
い

て
参
考
に
な
っ
た
」
「
地
域
に

関
わ
る
と
き
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り

助
か
っ
た
」
「
Ｓ
Ｃ
が
ぶ
つ
か

る
壁
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
聞
け

て
よ
か
っ
た
」
「
住
民
の
ヤ
ル

気
を
育
て
る
大
切
さ
に
気
づ
い

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

県
で
は
今
後
、
県
内
の
2
圏

域
で
の
情
報
交
換
会
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。 

（
高
橋　

望
）

第
1
層
協
議
体
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
後
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
よ
う
と
計
画
し
た
が
コ
ロ
ナ

で
中
止
。
そ
の
後
、
23
年
に
フ

ォ
ー
ラ
ム
か
ら
勉
強
会
を
3
回

行
い
第
2
層
協
議
体
メ
ン
バ
ー

ー
プ
と
し
、
2
回
目
は
多
様
な

視
点
で
議
論
で
き
る
よ
う
、
行

政
・
第
1
層
Ｓ
Ｃ

第
2
層
Ｓ

Ｃ
が
混
在
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し

た
。
ま
た
2
回
目
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
簡
単
な
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
も
作
成
し
た
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
取
り

組
み
事
例
な
ど
の
報
告
も
含
め

て
共
有
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
継
続
す
る

【
10
月
27
日
】
東
彼
杵
町
の
第

1
層
協
議
体
、
第
2
層
協
議
体

（
彼
杵
、
千
綿
の
2
圏
域
）
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。
同
町
は
2
0
1

5
年
に
4
回
の
勉
強
会
を
経
て

で
い
く
か
な
ど
今
後
に
向

け
た
方
策
を
検
討
し
て
い

こ
う
と
今
回
の
合
同
会
議

が
行
わ
れ
た
。
県
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
当
財
団

も
協
力
し
、
参
加
者
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
気
づ
き

・
感
想
・
質
問
・
取
り
組

ん
で
み
た
い
こ
と
を
話
し

合
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
提

案
し
た
。

　

行
政
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
第
1
層
Ｓ
Ｃ
か
ら

「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
選
出
。
昨
年
か
ら
第
2
層
協

議
体
が
第
3
層
に
当
た
る
地
域

ご
と
の
座
談
会
「
未
来
ト
ー

ク
」
を
仕
掛
け
、
現
在
は
4
地

区
で
未
来
ト
ー
ク
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
第

1
層
協
議
体
が
何
に
取
り
組
ん

を
振
り
返
ろ
う
！　

第
1
層
・

第
2
層
協
議
体
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
」
と
し
て
発
表
が
行

わ
れ
た
。

　

財
団
か
ら
は
「
誰
も
が
い
き

い
き
と
地
域
と
繋
が
り
な
が
ら

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、

ど
う
取
り
組
め
ば
よ
い
か
考
え

東彼杵町で行われた第１層・第２層（２圏域）の合同会議

2025.12 38

今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
る
協
議
体
の
合
同
会
議

■ 

東
彼
杵
町
（
長
崎
県
）
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よ
う
！　

―
住
民
の
声
（
ニ
ー

ズ
）
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か

―
」
と
題
し
て
講
話
。
未
来
ト

ー
ク
で
出
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
を
ど

う
解
決
す
る
か
、
第
3
層
・
第

2
層
・
第
1
層
そ
れ
ぞ
れ
で
解

決
で
き
る
こ
と
を
図
に
し
て
整

理
し
、
手
法
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
勉
強
会
な
ど
の
事
例
を
提

供
し
た
。
ま
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

勉
強
会
は
目
的
で
は
な
く
手
段

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
進
め
方

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
「
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
を
考
え
よ
う

！
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
協
議
体

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
発
表

で
は
、
「
道
を
歩
い
て
い
る
と
、

未
来
ト
ー
ク
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
が
声
を
か
け
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
「
第
1
層
と

し
て
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
性
…
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た

が
霧
が
晴
れ
た
気
分
。
来
年
度
、

も
っ
と
多
く
の
住
民
に
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催
に
向
け
て
動
き
出
そ

う
、
と
話
し
合
え
た
」
な
ど
の

発
言
が
あ
り
、
前
向
き
に
捉
え

【
10
月
30
日
】
「
令
和
7
年
度

戸
田
市
中
央
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
地
域
ケ
ア
圏
域
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
当
財
団
は
講
師

を
務
め
た
。
参
加
者
は
民
生
児

童
委
員
、
町
会
、
老
人
会
等
の

地
域
関
係
者
約
30
名
で
、
地
域

の
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
今

後
の
支
え
合
い
の
あ
り
方
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

て
も
ら
え
た
様
子
だ
っ
た
。
若

い
人
の
参
加
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
財
団
か
ら
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
の
つ
な
が
り
づ
く

り
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
を
提

案
し
た
。　
　

  

（
鶴
山　

芳
子
）

　

開
会
後
、
ま
ず
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
包
括
の
役

割
や
地
域
ケ
ア
会
議
の
意
義
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
地
域
ケ
ア
会
議
の

振
り
返
り
が
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
度
、
こ
の
圏
域
会
議
は

「
集
い
の
場
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
「
集
い

の
場
に
参
加
で
き
な
い
、
し
た

く
な
い
理
由
は
何
か
」
と
い
う

問
い
に
対
し
、
「
自
分
の
趣
味

に
合
わ
な
い
」
「
す
で
に
出
来

上
が
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
入

る
の
は
勇
気
が
い
る
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
「
ど
ん
な
集
い
の
場
で
あ

れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
う
か
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

「
年
齢
に
関
係
な
く
気
軽
に
入

れ
る
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
」

「
お
茶
や
お
菓
子
を
囲
み
な
が

ら
過
ご
せ
る
場
所
」
「
男
性
同

士
の
集
ま
り
」
「
多
世
代
が
交

流
で
き
る
場
」
「
参
加
者
に
何

ら
か
の
役
割
が
あ
る
こ
と
で
い

き
い
き
と
で
き
る
」
「
町
会
に

限
ら
ず
誰
で
も
参
加
で
き
る
場

所
」
な
ど
、
多
様
な
意
見
が
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
さ
ら
に
具
体
的
に
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
お
う
と
、
今
回
も
居
場
所
を

2025.1239

地
域
の
課
題
や
居
場
所
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

■ 
戸
田
市
（
埼
玉
県
）
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「
地
域
で
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、

誰
も
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
で

お
互
い
さ
ま
で
助
け
合
う
」
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

地
域
に
は
、
困
り
事
を
抱
え
な

が
ら
も
声
を
上
げ
に
く
い
人
が

多
く
、
そ
う
し
た
人
々
を
見
守

る
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
そ
の
土
台
と
し
て
“
顔
の
見

え
る
関
係
”
づ
く
り
が
で
き
る

居
場
所
が
大
き
な
効
果
を
生
む

こ
と
を
説
明
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ

は
「
地
域
に
は
ど
ん
な
課
題
が

あ
り
ま
す
か
」
「
そ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
ど
ん
な
居
場

所
が
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

す
か
」
の
2
つ
で
、
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。　

　

全
体
共
有
の
発
表
で
は
、
地

域
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
、

テ
ー
マ
と
し
て
圏
域
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。

　

前
年
度
の
振
り
返
り
に
続
き
、

講
演
で
財
団
よ
り
、
な
ぜ
助
け

合
い
が
大
切
な
の
か
を
話
し
た
。

少
子
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
進
む
中
で
は

「
特
別
な
人
が
特
別
な
こ
と
を

す
る
助
け
合
い
」
で
は
な
く
、

ま
ず
「
人
と
人
と
の
関
係
性
の

希
薄
化
」
が
多
く
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
挙
げ
ら
れ
た
。
町
会
加
入

率
の
低
下
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

と
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
薄
さ
、

あ
い
さ
つ
の
減
少
、
孤
独
・
孤

立
へ
の
不
安
、
日
常
的
な
交
流

機
会
が
減
っ
て
い
る
現
状
、
が

共
有
さ
れ
た
。
ま
た
、
ご
み
の

出
し
方
や
ポ
イ
捨
て
、
カ
ラ
ス

や
猫
に
よ
る
ご
み
荒
ら
し
の
被

害
な
ど
、
地
域
の
環
境
に
関
す

る
問
題
も
多
く
聞
か
れ
た
。
さ

ら
に
、
買
い
物
や
移
動
の
不
便

さ
、
遊
び
場
や
集
う
場
所
の
不

足
、
外
国
人
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
な
ど
、

暮
ら
し
に
密
着
し
た
課
題
も
挙

げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
意
見
と
し
て
、
地
域
住

民
が
自
然
に
顔
を
合
わ
せ
ら
れ

る
居
場
所
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
た
。
町
会
に
所
属
し
て
い
な

く
て
も
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン

な
場
、
世
代
や
立
場
を
問
わ
ず

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
、
例

え
ば
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語

り
合
え
る
地
域
資
源
を
生
か
し

た
交
流
の
場
、
空
き
地
を
活
用

し
た
子
ど
も
の
遊
び
場
、
本
や

物
を
持
ち
寄
る
図
書
館
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、

外
国
人
住
民
と
会
話
教
室
や
料

理
を
通
じ
て
交
流
す
る
機
会
な

ど
、
地
域
の
特
色
に
合
わ
せ
た

多
様
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

　

移
動
販
売
や
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
送
迎
バ
ス
の
導
入
等

に
よ
る
買
い
物
支
援
を
通
じ
た

つ
な
が
り
づ
く
り
の
提
案
も
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
町
会
行
事
や

清
掃
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
、

散
歩
の
途
中
に
あ
い
さ
つ
を
交

戸田市地域ケア圏域会議のグループワークの様子
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地
域
ケ
ア
圏
域
会
議
は
、
11

月
に
も
別
の
圏
域
で
同
じ
内
容

で
実
施
す
る
予
定
で
、
財
団
も

講
師
を
務
め
る
。
今
回
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
住
民
自
身

が
地
域
で
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。

こ
の
気
づ
き
を
生
か
し
て
今
後

居
場
所
の
創
出
が
具
体
化
さ
れ

“
顔
の
見
え
る
関
係
”
が
生
ま

れ
、
支
え
合
い
の
基
盤
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
岡
野　

貴
代
）

が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
度
か
ら

第
1
層
・
第
2
層
Ｓ
Ｃ
が
中
心

と
な
り
、
行
政
、
市
社
協
、
包

括
、
地
元
の
さ
わ
や
か
イ
ン
ス

わ
す
こ
と
な
ど
、
日
常
の
小
さ

な
行
動
か
ら
関
係
を
築
く
こ
と

が
、
孤
立
防
止
や
防
災
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
意
見
が
多
く
聞

か
れ
た
。

　

最
後
に
、
第
1
層
Ｓ
Ｃ
か
ら

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
」

の
案
内
が
あ
り
、
今
回
の
会
議

で
出
さ
れ
た
意
見
を
今
後
の
地

域
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に
も
、

興
味
の
あ
る
講
座
に
参
加
し
て

具
体
的
な
一
歩
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
、
と
呼
び
か
け
た
。

【
10
月
31
日
】
昨
年
に
引
き
続

き
、
天
童
市
の
第
2
層
協
議
体

を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
「
支
え

合
い
の
地
域
づ
く
り
勉
強
会
」

ト
ラ
ク
タ
ー
加
藤
由
紀
子
氏
が

連
携
し
、
話
し
合
い
を
重
ね
勉

強
会
を
実
施
し
て
第
2
層
協
議

体
が
立
ち
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

今
年
度
は
「
天
童
中
央
・
成
生

地
区
」
の
協
議
体
立
ち
上
げ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
住
民
の
ほ

か
に
学
校
や
ス
ー
パ
ー
等
の
企

業
、
施
設
に
も
声
を
か
け
、
い

ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た
ち
が
参

2025.1241

　

例
年
、
さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
20
年
間
ご
支
援
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
様
へ
、
心
ば
か
り
で
す

が
永
年
の
ご
支
援
に
対
す
る
感
謝

状
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
も
財
団
設
立
月
で
あ
る
11
月

に
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会

づ
く
り
を
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
引
き
続
き

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
つ
も
ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
に
お
贈
り
し
ま
し
た

第
２
層
協
議
体
立
ち
上
げ
に
向
け
て

「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
勉
強
会
」
開
催

■ 

天
童
市
（
山
形
県
）
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ー
マ
と
し
、
行
政
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
り
、
Ｓ
Ｃ
が
こ
の
勉
強

会
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。
続

い
て
「
助
け
合
い
体
験
ゲ
ー

ム
」
を
実
施
。
Ｓ
Ｃ
の
皆
さ
ん

が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
っ
て
進
行
し
、
良
い
ア

イ
ス
ブ
レ
ー
ク
と
な
っ
た
。

　

財
団
の
講
演
は
「
今
、
な

ぜ
地
域
で
の
助
け
合
う
活
動

が
必
要
な
の
か
」
と
題
し
、

つ
な
が
り
や
助
け
合
い
の
必

要
性
を
い
く
つ
か
の
地
域
の

事
例
を
入
れ
な
が
ら
伝
え
た
。

Ｓ
Ｃ
と
協
議
体
の
役
割
や
さ

ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
の
事
例
、

Ｓ
Ｃ
・
協
議
体
の
継
続
し
た

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
推

進
に
よ
る
住
民
の
意
識
の
変

化
な
ど
も
事
例
紹
介
し
、

「
自
分
事
」
と
実
感
し
た
人

た
ち
か
ら
み
ん
な
で
取
り
組

加
し
た
。

　

勉
強
会
は
3
回
計
画
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
日
は
そ
の
1
回
目
。

「
今
、
な
ぜ
地
域
で
の
助
け
合

い
関
係
が
必
要
な
の
？
」
を
テ

ん
で
い
こ
う
、
と
呼
び
か
け
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
も
う
一

度
自
分
の
地
域
を
見
つ
め
て
、

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
き
た
い
」
「
特
定
の
世

代
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ

な
世
代
が
集
ま
っ
て
協
議
体
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
に
関
心
を

持
っ
た
」
な
ど
の
記
入
が
あ
り
、

気
づ
き
と
意
欲
が
見
て
取
れ
た
。

　

こ
の
勉
強
会
の
2
回
目
は
11

月
、
3
回
目
は
12
月
を
予
定
し

て
お
り
、
関
係
者
は
手
応
え
を

感
じ
な
が
ら
準
備
を
始
め
て
い

る
。　
　
　
　

 

（
鶴
山　

芳
子
）
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●
今
月
号
の
「
生
き
方
・
自
分
流
」
に
は
東
京
の
さ
わ
や
か

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
渡
辺
恵
司
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
い
た
。

詳
し
く
は
記
事
（
Ｐ
14
～
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、

今
年
4
月
の
「
堀
田
力
さ
ん
を
偲
び　

ふ
れ
あ
い
社
会
を
語
る
会
」

終
了
後
、
大
量
の
生
花
を
そ
の
ま
ま
廃
棄
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い

と
、
渡
辺
さ
ん
に
活
用
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
大
規
模
団
地

の
皆
さ
ん
に
配
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
正
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ら

で
は
の
地
域
の
つ
な
が
り
に
感
謝
で
す

「支え合いの地域づくり勉強会」での助け合い体験ゲームの様子
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●字数や回数制限はありませんが、掲載にあたっては誌面の都合上、編集要約
する場合があります。あらかじめご了承ください。

●一般投稿は形式は問いません。本誌添付の投稿ハガキなどもご自由にご利用
ください（原稿はお返しできません）。

●投稿は、事情が許す限り本名でお願いします。
　ただし、掲載時には匿名、あるいはペンネームの使用も可能ですので、その

旨お書き添えください。
●投稿時には、お名前のほかに、ご住所、連絡先お電話番号をご記入ください

（内容により質問させていただく場合があります）。性別、年齢もよろしけ
ればお書き添えください。大変参考になります。

『さぁ、言おう』では、取り上げたテーマに対する読者の皆様か
らのご意見・ご感想、あるいは普段気になっているテーマに基づ
いた体験談や提言などを随時募集しています。

● 地域の助け合い活動について　● 助け合いの地域づくりについて
● いきがい、社会参加について
● 居場所や地縁組織、ＮＰＯの活動について
● 新地域支援事業について　      ● 生き方について　など

ぜひ皆様の声をお寄せください

常設テーマ

〒105 -0011
東京都港区芝公園2-6 - 8
日本女子会館 7 階   
公益財団法人さわやか福祉財団

『さぁ、言おう』編集部宛
FAX （03）5470 - 7755
E-mail  pr@sawayakazaidan.or.jp

送 付 先

『さぁ、言おう』は皆様の声を社会につなげる
問題提起型情報誌です。

あなたの意見を社会へ生かそう

投
稿
の
方
法
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編集後記編集後記●11月号に引き続き、「いきが
い・助け合いオンラインフェスタ2025」
の報告を掲載しました（Ｐ4～）。●「生き
方・自分流」は、東京のさわやかインスト
ラクター渡辺恵司さんです（Ｐ14～）。
●「活動の現場から」は大阪・河内長野市。
住民の声からみんなで活動を立ち上げ、そ
れぞれが役割を持っていきいきと活動して
います（Ｐ20～）。●早いもので今年も残
りわずか。皆さまはどのような１年でした
か？　今年も『さぁ、言おう』をご愛読く
ださいましてありがとうございました。良
いお年をお迎えください。「紺碧の空」

はり絵・池田げんえい

「
雪 

遊
」

2025.12 44

＊お問い合わせは、編集部あるいは社会支援促進チームまでお気軽にご連絡ください。
電話  （03）5470-7751　メール  mail@sawayakazaidan.or.jp

■さわやか福祉財団の活動をさわやかパートナーとしてご支援ください。
『さぁ、言おう』を毎月お手元に
お届けいたします。
さわやかパートナーは、さわやか
福祉財団の理念と活動に共感して
会員としてご支援いただく賛助協
力者の皆さんです。

個　人
年会費

▲ Ａコース  10,000 円
Ｂコース    3,000 円

法　人
年会費
 （1 口）

▲ Ａコース  100,000 円
Ｂコース     20,000 円

『さぁ、言おう』はみんなで新しい社会のあり方を考える問題提起型の情報誌です

公益財団法人さわやか福祉財団の会費は、特別な特典を付与するもの
ではない賛助会費であり、寄付金の一つの形です。

口座名義：公益財団法人さわやか福祉財団
郵便払込  ００１２０- ９- ６６８８５６※

三井住友銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号２７５４５７４
みずほ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３３８３３２６
三菱ＵＦＪ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３７３１７１４
りそな銀行  芝支店  普通預金  口座番号１１７４２９７

※払込手数料不要の郵便払込取扱票をご用意していますので、お申し出いただければ郵送
　いたします。ただし、窓口にて現金（硬貨）でお振り込みいただく場合は、ゆうちょ銀
　行所定の取扱料金がかかる場合がございます。

一般ご寄付を
いただく場合の

お振込口座

■寄付金は税金の優遇措置が受けられます。
さわやか福祉財団へのご寄付は、所得税、法人税等の優遇措置が受けられます
（さわやか福祉財団は所得税の税額控除対象の公益法人です）。

12月号-最終頁2025.indd   3612月号-最終頁2025.indd   36 2025/12/01   11:592025/12/01   11:59



通巻388号
　

表 紙 絵
編集担当
取材協力
レイアウト
印 刷 所

2025年12月10日発行
（毎月1回10日発行）
池田げんえい
塩瀬潔泉
七七舎
菊池ゆかり
日本印刷株式会社

12月号
発 行 人
発 行 元

清水肇子
公益財団法人さわやか福祉財団
〒105-0011　
東京都港区芝公園2-6-8 日本女子会館7階
Tel（03）5470-7751  Fax（03）5470-7755
E-mail pr@sawayakazaidan.or.jp
https://www.sawayakazaidan.or.jp
Printed in Japan　

無断複写・無断転載はご遠慮ください©

助け合いを
広げよう！
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●認定NPO法人フリー・ザ・チルドレン・ジャパン代表
2023年、日本で初めて子どもの権利を包括的に保障する「こども基本法」が施行。その理念を子ども
たちに伝えるため、専門家と共に『こども基本法 こどもガイドブック』（子どもの未来社／2024年刊）
を執筆しました。



助け合いの仕組みづくりをさらに進めよう
情報紙

　生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを考える情報
紙『さぁ、やろう』。
　地域支援事業に携わり、地域
における助け合いの仕組みづく
りを進めている方々の参考とな
る記事を掲載し、全国の関係者
の皆さんに頒布しています。ま
た、財団ホームページからダウ
ンロードもできます。

      『さぁ、やろう』
 vol.29近日発行  ！

【お問合せ】メール  post@sawayakazaidan.or.jp
　　　　　　電　話（03）5470-7751

vol.28

vol.26

財団HPトップページ→「ライブラリー」→「さぁ、言おう・さぁ、やろう」にお進みください

【vol.29目次】
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生活支援コーディネーターと協議体の取り組みを考える情報紙

新しい地域づくりを目指して

contents

目 次
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今年も秋はフェスタ！  ぜひ、ご参加ください！

202520252025

202520252025

202520252025

202520252025

すべての人が幸せに暮らせる社会へ

目指せ 地域共生社会 今こそ多様 につながり、出番づくりを進めよう！

2025年10月14日　  ～10月23日 　 開催火 木

　誰もがいきいきと地域とつながりながら暮らしていくために、どう取り組めばよ
いのか。全国各地で実践を重ねている地域づくり関係者の皆様を応援するため、今
年も「いきがい・助け合いオンラインフェスタ」を開催します。各分野を代表する
素晴らしいパネリストの皆様をお迎えし、各分野の具体事例を基に、住民が主体的
に参加する地域共生社会の実現に向けた多様なアプローチをご紹介します。
　プログラム、テーマと登壇者のご紹介は２頁から、お申し込み方法は６頁をご覧
ください。
　今年も皆様の参加が地域活動応援資金につながる “チャリティーフェスタ” です！

● 完全オンライン配信方式。11 月 30 日（日）までアーカイブで視聴可能（ライブ配信「語ろう編」を除く）
● オープニングフォーラムのテーマは「みんなの参加で地域共生社会を実現しよう」
● 各分野を代表する方々による凝縮した内容を短時間でお届けする特別講演（特別トーク）
● 住民主体の地域づくりを進める上での考え方の基本や各地の様々な事例を多様に紹介（学ぼう編）
● 「実践編」として、パネリストとの意見交換や質疑応答も含めて現場の活動を意識
　した議論を展開（語ろう編）

2025
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1000
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　特集では、多様な主体によるネットワークづくりが推進されている今、改めて、「個人の尊厳を支える
ためのネットワーク」づくりを実践されている 4 人の方の事例を紹介します（８～13 頁）。ぜひ、住民主体
のふれあい助け合いを広げるためのネットワークづくりのご参考にしてください。

リーフレット
特設ページからダウンロード
できます（7頁参照）

いきがい・助け合いオンラインフェスタ2025
●プログラム　テーマと登壇者のご紹介……………………… 2
●お申し込み方法………………………………………………… 6
●開催概要、お問い合わせ……………………………………… 7

特集　ふれあい助け合いを広げるためのネットワークをつくりましょう…… 8
column　「野川セブン」を視察！………………………………………………… 14

『「どう遊ぶ？」QA』紹介 ………………………………………………………… 15
Topics　助け合いを広めるために ……………………………………………… 16

お申し込み受付中！   ６頁をご覧ください

いきがい・助け合いオンラインフェスタ2024報告

●オープニングフォーラム……………………………………………… 2

●特別トーク……………………………………………………………… 12

●学ぼう編………………………………………………………………… 14

●語ろう編………………………………………………………………… 18

寄稿　地域における助け合いの拠点
　　　「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと ………………… 30

「地域助け合い基金」状況ご報告 ……………………………………… 38

Topics　助け合いを広めるために …………………………………… 40

地域の活動情報を発信していきます…………………………………… 43

ふれあい いきがい 助け合い
令和7年2月10日発行　通巻第26号

＊文責・さわやか福祉財団　＊生活支援コーディネーターは肩書・本文では SCと略しています。

＊登壇者の肩書は登壇いただいた当時の肩書であり、昨年 10月時点での情報になります。

生活支援コーディネーターと協議体の取り組みを考える情報紙

新しい地域づくりを目指して

contents
目 次

　昨年10 月 15 日（火）～ 24 日（木）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024」には

1600 人を超える皆様にご参加いただき、23 年と同様、各方面から大変好評をいただきました。

　オープニングフォーラム「地域共生社会をみんなでつくるための提言」（２頁～）では、誰もが元気が

出る地域づくりに焦点を当て地域共生社会を前に進めるための提言をいただきました。さらに、特別講演

プログラム「特別トーク」（12 頁～）では８の分野について重要な視点を挙げて、深いご示唆に富んだ

提言をいただきました。核となる「学ぼう編」（14 頁～）では８テーマ、「語ろう編」（18 頁～）では３

テーマを設定し、具体的な事例や取り組みから基本の考え方や課題解決のヒント等を幅広く紹介いただき

ました。特に「語ろう編」はライブ配信とし視聴者の皆様と双方向で意見交換・質疑応答等をしました。

本号では各プログラムの概要を紹介していますので、ぜひ皆様のご活動にお役立ていただければ幸いです。地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

　地域の茶の間創設者の河田珪子氏が新潟市との協働で取り組んできた基幹型地域包括ケア

推進モデルハウス「実家の茶の間・紫竹」（以下、紫竹）が昨年 10 月に 10 年間の運営を

終了しました。地域における助け合いの拠点は何を大切にして、どのように運営すればよい

のかを考えるため、紫竹から教わったことを振り返ります（30 頁～）。

　その他、「地域助け合い基金」の状況報告、住民主体の地域づくりが進むよう全国各地で支援している

当財団の取り組み等を紹介いたします。
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Ibasho Japan 代表、千里ニュータウン研究・情報センター事務局長　田中 康裕氏

　全国各地で、住民自身が地域の課題に気づき、自ら動き出し、多様な助け合い活動を立ち上げています。

立ち上げ・継続のために、市町村の生活支援コーディネーター（以下、ＳＣ）、協議体、行政等が情報提

供したり、的確なフォーラムや勉強会、現場視察等を企画・実施するなど伴走支援に取り組んでいます。

さらに、こうした市町村の取り組みを後方支援するために、都道府県はＳＣ等向け研修会・情報交換会の

開催や専門アドバイザー派遣などを実施しています。

　各地のこうした目覚ましい動きを本紙で随時紹介していきます！

　今号では、市町村への支援として、和歌山県の全市町村に寄り添った支援についてご紹介します。同県

では集合研修に全市町村からの参加があり、専門アドバイザー派遣も全市町村が活用しています。皆様の

さらなる推進のヒントとしてどうぞお役立てください。

　またトピックス特集として、助け合い活動の現場視察に注目し山梨県の実践事例を基に、ＳＣ・市町村

担当職員対象にノウハウやコツ、成果等をご紹介します。助け合い活動の現場を体験することで実感でき

ることがいろいろあります。それぞれの地域でも助け合い活動の現場視察が広がることを期待しています。

　その他、トピックスもリニューアルし、今号では企画等で当財団が協力したＳＣ情報交換会をトップで

ご紹介しました。ぜひご参考にしてください！

２０２５年１０月１４日（火）～２３日（木）開催！

皆様のご参加をお待ちしています！
　一昨年、昨年と開催し、大好評だった「いきがい・助け合いオンラインフェスタ」を今年

も１０月に開催します。申し込み受け付け開始は８月中旬頃を予定しています。

　プログラム・登壇者等の詳細は、決まり次第、当財団のホームページ、情報誌『さぁ、言

おう』、本紙『さぁ、やろう』等でご紹介します。

寄稿　市町村への支援　和歌山県の取り組み………………………… 2

Topics特集　助け合い活動の現場視察のススメ

　山梨県の実践事例から………………………………………………… 8

Topics　助け合いを広めるために

　ＳＣ情報交換会………………………………………………………… 12

　住民向けフォーラム…………………………………………………… 16

　協議体で活動創出へ…………………………………………………… 18
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オンラインフェスタ報告掲載

◆いきがい・助け合いオンラインフェスタ2025  報告
＊オープニングフォーラム
 「みんなの参加で地域共生社会を実現しよう」
＊学ぼう編「誰でも受け入れる居場所にするには」
＊学ぼう編「認知症の人と共に生きる地域づくり」
＊学ぼう編「企業と連携した地域づくりの進め方」
＊開催概要

◆地域の取り組み  寝屋川市　緊急時安否確認
　　　　　         （かぎ預かり）事業
◆Topics  助け合いを広めるために
◆「助け合い体験ゲーム」の動画ができました！

助け合いの仕組みづくりをさらに進めよう
情報紙

　生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを考える情報
紙『さぁ、やろう』。
　地域支援事業に携わり、地域
における助け合いの仕組みづく
りを進めている方々の参考とな
る記事を掲載し、全国の関係者
の皆さんに頒布しています。ま
た、財団ホームページからダウ
ンロードもできます。

      『さぁ、やろう』
 vol.29近日発行  ！

【お問合せ】メール  post@sawayakazaidan.or.jp
　　　　　　電　話（03）5470-7751

vol.28

vol.26

財団HPトップページ→「ライブラリー」→「さぁ、言おう・さぁ、やろう」にお進みください

【vol.29主な内容】

◆いきがい・助け合いオンラインフェスタ2025  報告
＊オープニングフォーラム
 「みんなの参加で地域共生社会を実現しよう」
＊学ぼう編「誰でも受け入れる居場所にするには」
＊学ぼう編「認知症の人と共に生きる地域づくり」
＊学ぼう編「企業と連携した地域づくりの進め方」
＊開催概要

◆column  寝屋川市 緊急時安否確認（かぎ預かり）
　　　　　 事業紹介（仮題）
◆Topics  助け合いを広めるために
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新しい地域づくりを目指して
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ふれあい いきがい 助け合い

今年も秋はフェスタ！  ぜひ、ご参加ください！

202520252025

202520252025

202520252025

202520252025

すべての人が幸せに暮らせる社会へ

目指せ 地域共生社会 今こそ多様 につながり、出番づくりを進めよう！

2025年10月14日　  ～10月23日 　 開催火 木

　誰もがいきいきと地域とつながりながら暮らしていくために、どう取り組めばよ
いのか。全国各地で実践を重ねている地域づくり関係者の皆様を応援するため、今
年も「いきがい・助け合いオンラインフェスタ」を開催します。各分野を代表する
素晴らしいパネリストの皆様をお迎えし、各分野の具体事例を基に、住民が主体的
に参加する地域共生社会の実現に向けた多様なアプローチをご紹介します。
　プログラム、テーマと登壇者のご紹介は２頁から、お申し込み方法は６頁をご覧
ください。
　今年も皆様の参加が地域活動応援資金につながる “チャリティーフェスタ” です！

● 完全オンライン配信方式。11 月 30 日（日）までアーカイブで視聴可能（ライブ配信「語ろう編」を除く）
● オープニングフォーラムのテーマは「みんなの参加で地域共生社会を実現しよう」
● 各分野を代表する方々による凝縮した内容を短時間でお届けする特別講演（特別トーク）
● 住民主体の地域づくりを進める上での考え方の基本や各地の様々な事例を多様に紹介（学ぼう編）
● 「実践編」として、パネリストとの意見交換や質疑応答も含めて現場の活動を意識
　した議論を展開（語ろう編）
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　特集では、多様な主体によるネットワークづくりが推進されている今、改めて、「個人の尊厳を支える
ためのネットワーク」づくりを実践されている 4 人の方の事例を紹介します（８～13 頁）。ぜひ、住民主体
のふれあい助け合いを広げるためのネットワークづくりのご参考にしてください。

リーフレット
特設ページからダウンロード
できます（7頁参照）
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　昨年10 月 15 日（火）～ 24 日（木）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024」には

1600 人を超える皆様にご参加いただき、23 年と同様、各方面から大変好評をいただきました。

　オープニングフォーラム「地域共生社会をみんなでつくるための提言」（２頁～）では、誰もが元気が

出る地域づくりに焦点を当て地域共生社会を前に進めるための提言をいただきました。さらに、特別講演

プログラム「特別トーク」（12 頁～）では８の分野について重要な視点を挙げて、深いご示唆に富んだ

提言をいただきました。核となる「学ぼう編」（14 頁～）では８テーマ、「語ろう編」（18 頁～）では３

テーマを設定し、具体的な事例や取り組みから基本の考え方や課題解決のヒント等を幅広く紹介いただき

ました。特に「語ろう編」はライブ配信とし視聴者の皆様と双方向で意見交換・質疑応答等をしました。

本号では各プログラムの概要を紹介していますので、ぜひ皆様のご活動にお役立ていただければ幸いです。地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

　地域の茶の間創設者の河田珪子氏が新潟市との協働で取り組んできた基幹型地域包括ケア

推進モデルハウス「実家の茶の間・紫竹」（以下、紫竹）が昨年 10 月に 10 年間の運営を

終了しました。地域における助け合いの拠点は何を大切にして、どのように運営すればよい

のかを考えるため、紫竹から教わったことを振り返ります（30 頁～）。

　その他、「地域助け合い基金」の状況報告、住民主体の地域づくりが進むよう全国各地で支援している

当財団の取り組み等を紹介いたします。
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Ibasho Japan 代表、千里ニュータウン研究・情報センター事務局長　田中 康裕氏

　全国各地で、住民自身が地域の課題に気づき、自ら動き出し、多様な助け合い活動を立ち上げています。

立ち上げ・継続のために、市町村の生活支援コーディネーター（以下、ＳＣ）、協議体、行政等が情報提

供したり、的確なフォーラムや勉強会、現場視察等を企画・実施するなど伴走支援に取り組んでいます。

さらに、こうした市町村の取り組みを後方支援するために、都道府県はＳＣ等向け研修会・情報交換会の

開催や専門アドバイザー派遣などを実施しています。

　各地のこうした目覚ましい動きを本紙で随時紹介していきます！

　今号では、市町村への支援として、和歌山県の全市町村に寄り添った支援についてご紹介します。同県

では集合研修に全市町村からの参加があり、専門アドバイザー派遣も全市町村が活用しています。皆様の

さらなる推進のヒントとしてどうぞお役立てください。

　またトピックス特集として、助け合い活動の現場視察に注目し山梨県の実践事例を基に、ＳＣ・市町村

担当職員対象にノウハウやコツ、成果等をご紹介します。助け合い活動の現場を体験することで実感でき

ることがいろいろあります。それぞれの地域でも助け合い活動の現場視察が広がることを期待しています。

　その他、トピックスもリニューアルし、今号では企画等で当財団が協力したＳＣ情報交換会をトップで

ご紹介しました。ぜひご参考にしてください！

２０２５年１０月１４日（火）～２３日（木）開催！

皆様のご参加をお待ちしています！
　一昨年、昨年と開催し、大好評だった「いきがい・助け合いオンラインフェスタ」を今年

も１０月に開催します。申し込み受け付け開始は８月中旬頃を予定しています。

　プログラム・登壇者等の詳細は、決まり次第、当財団のホームページ、情報誌『さぁ、言

おう』、本紙『さぁ、やろう』等でご紹介します。
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